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序章  

 

１．本論文の主題 

筆者が武井武雄（1894-1983）について知ったのは２０１４年『生誕１２０年武井武雄の世界展

～こどもの国の魔法使い～』に足を運んだのがきっかけであった。そこで初めて武井の絵や刊本

作品の存在を知り、彼の童画や玩具に触れ、その個性的な画風や特徴的なスタンスに惹かれた

のだが、中でも鳥に関連した作品が多いと感じたことは記憶に残っている。本論文では、その「鳥」

を武井の作品の象徴的なモティーフと考え、一次資料やイルフ童画館での、版画、刊本作品、童

画、玩具を中心に分析することによって、武井にとって「鳥」がもっていた意味、さらに多岐のフィ

ールドに渡る武井の作品に共通して存在する表現様式や作風、制作態度について検討すること

とした。 

「鳥」に関しては、武井武雄の娘である武井三春がその著書『父の絵具箱』で以下のように述

べている。 

 

（略） 

父は最後のころ、よく鳥をテーマにした。 

まるで自分が造物主になったごとく、好き勝手にあとからあとからいろいろな鳥をつく

り出すのである。 

（中略） 

姿、形や色の面白さ、飛びたつ前の静止の瞬間、そして大空を自由に飛びまわり、雄大

な空想にひたる鳥は、どこをとっても父の心に適ったモティーフであったように思える。1 

 

木版の創作版画を多く制作していた時期の代表的な作品がまさしく《鳥の連作》というタイトル

であり、そこには木版画における武井の特徴が最もよく表現されているが、そればかりではなく、

刊本作品、童画にも鳥が描写されている作品が多く見られる。つまり、武井武雄にとって「鳥」と

いうモティーフは生涯に渡って反復されており、その単純な図案的デザインに加えて、付随する

鳥のイメージとともに（意識的にも無意識的にも）重要なテーマになっていたものと思われる。 

また武井武雄という芸術家について調べると、デザイナー、挿絵画家、童画家、版画家、造本

芸術家、詩人、童話作家などという肩書が登場し、多岐のジャンルに渡って活躍したことがわか

る。ただし、フィールドごとに異なる才能を発揮した多才な人という印象はあまりなく、彼の独創

的でユーモラスな魅力はある種のリズムのようなものを形成しながらジャンルを超えて（もしくは

相互侵食的に）存在し、彼の生涯を貫いていたものであると思える。つまり、彼はフィールドや分

野を越境し跨って（可視的なものの）制作をしながら、そこから生成し得る「不可視的」なものに

関心を持っていたのではないかと思える。そして、現代で言うならトータルコーディネーターや統

括プロデューサーのような形で、「制作から鑑賞（購入や利用）まで」を俯瞰し、制作者と鑑賞者

（カスタマー）との間に生じ得るコミュニケーションや交流のようなものを意図していたのではな

いか、とも思えるのである。 

本論文は、武井の業績を「版画」「刊本作品」「童画、玩具」というフィールドから分析し、その制

作姿勢を通して、武井の幼少期から育まれた感性や、さまざまな作家との経験と交流から醸成さ

れてきた考え方のようなものについて調査、考察をしていくこととしたい。 

 



3 

 

２．先行研究 

武井武雄の創作活動に関する先行研究については、まず、遠藤知恵子による博士論文『武井

武雄の創作活動と《童画》の成立』（2014 年）があげられる。この研究は、武井武雄の膨大な関

連資料を精査することによって、武井の具体的な仕事や実践をまとめその全貌を明らかにするこ

とと、童画を中心とした創作活動全般に共通している原動力が何であったのかを明らかにするこ

との二つに焦点を当てた労作である。2 遠藤は、その後 2017 年に『戦時下における武井武雄

の作品制作：「赤ノッポ青ノッポ」の製作動機とその表現について』3という朝日新聞に連載された

漫画についてや、2019年に『「童画」草創期における武井武雄による挿絵論に関する考察』4とい

う当時稀有であった童画批評について5、また、２０２０年に『童画家、武井武雄の児童期の文化

受容』6という武井が高等小学校を卒業する１４歳までの絵や教科書等への落書き類についての

調査、研究を行っているが、これらの論文は、版画作品についての研究ではない。 

また、岡崎紀子の『武井武雄と版画』7は、主に武井の刊本作品の版画技法について触れたも

のであり、武井の版画作品そのものについて論じたものではない。 

その他、新しい研究として、千森幹子の『武井武雄の『ガリヴァー旅行記』図像（１）』8、『武井武

雄の『ガリヴァー旅行記』図像（２）』9、『武井武雄の『ガリヴァー旅行記』図像（３）』10がある。これ

は、千森が日英（欧）の文学図像の比較研究をする中で、武井の挿絵を発見し、日本やフランス、

イギリスの挿絵画家との視点やデザインの違いについて、詳細な比較検討を行ったものである

が、『武井武雄の『ガリヴァー旅行記』図像（３）』では、武井のガリヴァー挿絵の特徴として、「独創

的な構図と物語の内容を見るものに推測させる描写力」、「ひそかに伝わるウィットとユーモア」、

「写実性を抽象性・象徴性に変貌させる描写力とデザイン性」があり、その結果、武井の絵には一

目で物語の内容を伝える力があるのではないかとのべている。11 

これらに対し、本研究では武井の版画作品について、「鳥」というモティーフをクローズアップし

て武井の多彩な創作について論じるとともに、越境し相互浸食していくフィールドや分野に共通

する特徴を発見しようとするものである。 

 

３．武井武雄について 

 武井武雄（１８９４～１９８３）は、長野県諏訪郡平野村（現在の岡谷市）西堀に生まれた。実家は

所謂旧家で「無事庵」という私塾を開いており、武井も近隣の子弟と共にそこで教育を受けた。

幼少期に体が弱かった武井は、そのほとんどを屋内で過ごしている。娘の武井三春の『父の道具

箱』によれば、武井の幼少期は病気がちであり、満足に尋常小学校に通えない時期もあったよう

である。当然、友達を作る機会にも恵まれず兄弟もいなかったため、孤独な時間を過ごさねばな

らなかった。そんな武井の救いになったのは、自らが想像力によって造り出した「妖精ミト」である。

武井は幼少期の孤独な時間をイマジナリーフレンドとも言える「妖精ミト」と遊び交流することで

精神的な豊かさを得たのだと推測する。武井は、逢いたい時にはいつでも「妖精ミト」と会うこと

ができた。布団の衿や、金平糖の芯など、神出鬼没な「妖精ミト」は武井と交流することで、武井

に孤独ではない楽しい時を提供したが、この「妖精ミト」は尋常小学校３年生頃には見えなくなっ

てしまったようである。12 

しかし、この経験はその後の武井の世界観の根本を形作ったとも言える。幼少期に「ミト」とい

う友人を自ら造り出したように、武井はその後の人生においてどのような環境の下でも、自らの

中から想像力や遊び心によってオリジナリティあふれるキャラクターや作品を生み出している。そ

して、特定フィールド内では縛ることの出来ない武井の創作活動の中においても、（刊本作品や
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玩具はもちろん、「作品の完成」ということで閉じてしまうことなく）「可視的なものと不可視的なも

のとの反復」や「作品を媒介とした作者と鑑賞者との交流」とも言うべき、極めて重要な作風や制

作態度の特徴を表すことになったのではないかと考えられる。 

また、武井本人が幼少期に影響を受けたと語っている人物に武井仙太郎（八幡郊処）という人

物がいる。親類の武井秀雄編著の『武井武雄対談集』の中で、武雄自ら、「子守をしてくれた近所

の百姓の仙太郎さんが絵を描く遊びをしてくれたのが自分の創造力を養ってくれたのではない

か」、と述べている。この仙太郎氏は後に著名な篆刻家になり、雅号である八幡郊処として世に

知られるが、自らも武井に「お前の産みの親は慶一郎だが、芸術の親はこの俺だ」と言っていた

というエピソードも紹介されている。その後、武井は、諏訪中学校（現在の長野県諏訪清陵高等

学校）に進学する。諏訪中学では、洋画研究を目的とする椰子の実会を結成し、美術の世界に進

むきっかけとなった。13 

中学卒業後、地元を離れて単身上京した武井は、本郷洋画研究所の岡田三郎助のもとで学

び、１９１４年に東京美術学校（現在の東京芸術大学）に入学した。東京美術学校では、藤島武二、

黒田清輝らのもとで西洋画を学んだが、１９１９年に卒業した後も、研究生として大学に残り、銅

版画を学んだ。その結果、版画に興味を抱き、そのことが後の作品群に大きな影響を与えること

となる。 

武井はその後、1921年より、絵雑誌『子供之友』『コドモノクニ』等に子どものための絵を描き、

自ら「童画」という言葉を編み出し、童画家としての活動を始める。また、1927（昭和 2）年には、

日本童画協会を結成し、岡本帰一、清水良雄、初山滋、川上四郎、深沢省三、村山知義らと共に、

日本童画協会展を開催し、童画というジャンルを確立していった。 

武井の創作活動は、主に「版画」「刊本作品」「童画」「こどものための玩具」の４分野に分けられ

るが、以下、分野別に具体的な活動内容について見ていきたい。 

版画には３つの活動がある。１つは、東京美術学校で学んだ経験を生かした銅版画制作で、 

１９４２年の《宇宙説》の制作を最後としている。武井がなぜ銅版画制作をやめたのかは不明であ

るが、１９３８年、１９３９年に、連続して母と息子二人を亡くしたことも影響しているのではないかと

推測できる。次に、他の版画作家との交流から生まれた榛の会の年賀状交換会が挙げられる。こ

れは、１９３５年から１９５４年まで２０回にわたり続いた。そして３つめは、１９４４年に恩地孝四郎の

推薦によって日本版画協会に入会して始めた創作版画制作で、これは亡くなるまで続けられた。

武井の版画作品の中では、この創作版画が最も有名である。 

刊本作品は、合計 139 冊の造本であり、毎回違う製法で飽きることない作品を作ろうとしたた

め、多種多様な技術が用いられている。後述するが、これについては途中から限定会員への頒

布形式としたことが制作態度に重要な特徴を与えたと考えられる。 

童画は、童謡に対して自らが命名し新しいジャンルと考えたように、これもまた先例のない取り

組みをすることになる。作品としては、挿絵とタブロー画の２つに分かれる。挿絵に関しては、生

涯の仕事として取り組んでいたのに対して、タブロー画は戦後の日本童画協会で制作した作品

が主となる。 

玩具は、「こけし」と「イルフ・トイス」の２つに分かれる。大正期に『赤い鳥』や『金の船』といった

児童雑誌の発刊を契機として児童文化が発展するなか、武井は子供向けの玩具の研究に力を

注ぎ、こけしや郷土玩具の収集などに没頭する一方で自ら玩具制作も行った。それがイルフ・トイ

ス（武井が命名した新しいおもちゃの意味）である。この活動は、１９３９年を境にみられなくなる

が、ここにも息子二人を亡くしたことが影響しているように思える。 
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このように武井は様々な活動を行った。武井の先行研究の多くは武井の制作した１３９冊の刊

本作品と童画を中心としたものであり、いかに童画作家、刊本作家としての印象が強かったかが

うかがわれる。ただし、人生を俯瞰してみると驚くことにそれぞれの分野で武井は大きな功績を

あげている。これらが可能となったのは、武井がそれぞれのフィールドでの作家同士の交流や、

日本童画協会や日本版画協会等の活動に積極的に取り組むなかから、相互に影響を受けてい

ったからであろうが、どちらかというとマルチな才能を持っていたとか、フィールドごとに個別のス

キルを磨き上げたという印象は少なく、やはりそれぞれのフィールドが相互に影響を及ぼし合い、

それらを跨って共通した制作態度を持っていたことに特徴があるように思える。 

武井は死の直前まで、創作を続けるが、１９８３年２月に心筋梗塞で亡くなった。そして、彼の死

の１０年あまり後の１９９７年に、故郷の長野県岡谷市にイルフ童画館が開館し、武井武雄作品を

中心とした資料の収集と展示を行っている。 

 

４．本論文の構成と研究方法 

 本論文は、序章、終章を含め 5 章で構成する。1 章から 3 章までは、様々な顔を持つ武井武雄

の顔に注目する。第 1 章は版画家武井武雄、第２章は刊本作家武井武雄、第 3 章は童画や玩具

等の子どものための創作作家武井武雄について順に調査・分析する。以下に各章の内容を簡単

にまとめておきたい。 

第１章「版画家武井武雄 －鳥の連作を中心に－」では版画作家としての武井武雄とその版画

作品を取り上げ、《鳥の連作》シリーズの特徴を詳細に述べる。まず、武井が生きた時代背景、版

画を始める経緯について版画技法の変遷などと共に説明する。次に、代表的な木版画作品など

具体例も交えて、創作版画初期の作家としての武井について説明する。武井の版画活動は主に、

職人の手を借りた伝承木版、銅版画の挿絵、版画家同士の年賀状交換会である「榛の会」の作

品、蔵書票、恩地幸四郎の推薦で日本版画協会会員になった１９４４年以降の木版画作品といっ

た５つほどに分けられるが、第 1 章の主軸としている《鳥の連作》シリーズは、日本版画協会会員

としての木版画作品に属するものである。そこで、２０２２年２月２６日に行ったイルフ童画館の調

査を元に、№4～№22 からなる木版画作品《鳥の連作》シリーズについて説明する。これらの調

査から下絵と完成作との比較を行う事で制作の経緯を述べるとともに、通底する鳥のモティーフ

について図案とその象徴性の観点から考察を加える。 

第２章「刊本作家武井武雄 －刊本作品の特徴－」では刊本作品とその内容、モティーフに加

え、その発表形式にも焦点を当てる。まずは刊本作品全体についての簡単な説明をし、その後、

主に全１３９冊の刊本の技法とモティーフ、内容の分類を中心に表などを用いながら研究した内

容を解説する。そして２０２２年６月１３日のイルフ童画館における調査と、そこで実際に撮影した

写真やインタビュー結果などをふまえた研究内容をまとめ、鳥のモティーフを用いた刊本作品に

ついても説明をする。ここでは、特に「会員に向けた頒布形式」という他に例を見ない仕組みにつ

いて、その意図や結果についての考察を加える。 

第３章「童画作家武井武雄 －子どものための創作－」では、主に童画と玩具の２つに分けて

まとめる。まず、童画においては挿絵としての童画とタブロー画としての童画について説明する。

また、日本童画協会などを通じ、童画作家間の交流関係からどのような影響を受けたかを雑誌

『コドモノクニ』や具体的な童画作品などを例に説明する。玩具においては武井の創作玩具であ

るイルフ・トイスやこけし蒐集家としての武井について説明する。また、刊本作品と共通する一部

の鳥のデザインについても例を挙げて説明する。そして、総括的にこれらの取り組みと幼少期の
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「妖精ミト」の親近性についての考察を加える。 

終章では、以上のことをふまえ、それらの全ての創作において武井にとって重要なモティーフ

であった鳥について、どのような作用を及ぼしているか等を再度取り上げるとともに、様々な顔

を持つ総合芸術家としての武井武雄の創作活動に通底する感性や制作態度について考察する。

また、最後に未解明の問題と今後の課題についても述べたい。 

研究方法は、３つの視点から考察を進めていく。第一に、武井の制作ノートにおける鳥の連作

の下絵を調査し、それらと完成作の比較から、武井が版画においてどのような制作姿勢をとって

いたのかを明らかにする。第二に、刊本作品の分類をまとめると共に、そのテーマ及び技法につ

いての関連についても考察する。また、刊本作品における鳥のモティーフについてもまとめ、考察

する。第三に、実際の童画（タブロー画）を撮影、調査し、それらの具体的な共通性について、撮

影した写真を基に考察していく。日本童画協会などの、武井の関係者について調べ、武井の作

風に与えた影響についても考察する。そして、イルフ・トイスなど、子どもの文化に関連する活動

についても明らかにする。 
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第１章 版画家武井武雄 －鳥の連作を中心に－ 

 

第１章では、特に武井武雄の後年の木版画の代表作である《鳥の連作》シリーズを武井武雄の

木版画作品の集大成であると考え、それらを中心とする下絵と完成作との比較を通じた調査に

よって、武井武雄の表現様式、作風における特徴や姿勢を考察、検討するものである。序章でも

述べたように、武井は自身の作品に好んで鳥のモティーフを用いているため、版画においてもそ

の傾向を見ていく。 

第１章は主に２つのパートで構成する。まず前提の情報として「１．武井武雄と版画」では、武井

武雄の版画家としての画業を明らかにし、《鳥の連作》に至るまでの変遷を見ていく。「2．鳥のモ

ティーフ及び《鳥の連作》について」では、２０２２年２月２６日にイルフ童画館で行った調査におい

て、学芸員の方にインタビューと撮影を行った結果をまとめ、その資料を中心とした考察をする。

本稿で説明する《鳥の連作》シリーズは現在１９作品確認されており、武井の作品として唯一の連

作であり、全て長野県岡谷市のイルフ童画館に収められている。本稿ではそのイルフ童画館に

収蔵されている武井の《鳥の連作》の下絵デッサンに記されている情報を解読し、それらが完成

作品にどのように反映されているのかを比較検討する。また、この比較を通じて、武井がいかな

る制作工程を経て、その独自の版画の世界を切り開いていったかを明らかにしていく。研究調

査にあたっては、イルフ童画館の学芸員河西見佳氏に協力を得た。 

 

１．武井武雄と版画 

 武井武雄と版画の出会いは、東京美術学校の教授であった黒田清輝（1866-1924）から勧め

られ銅版画を学んだことにはじまる。しかし《おもちゃ絵諸国めぐり》のような伝承木版を除けば、

自身で本格的に制作し始めるのは、銅版画の普及に努めていた版画家西田武雄（1894-1961）

から銅版画用のプレス機をもらった１９３５年頃である。そのため初めは銅版画作品を中心に制

作を始め、有名な《宇宙説》や《地上の祭》といった銅版画作品もこの頃制作される。特に《地上

の祭》は、武井の版画制作の極致とも言えるほど、こだわり抜かれた作品であり、アオイ書房の志

茂太郎氏と、摺りを担当する版画家関野純一郎（1914-1988）の協力を得て、３年半の年月を

かけて作られている。ちなみに、１９３５年は、武井の代名詞とも言える刊本作品の第一冊《十二

支絵本》を作成した年でもあり、版画家だけの年賀状交換会「版交の会」（後の「榛の会」）を作り

上げるなど、武井にとっての転換期ともなった時期である。 

 武井の初めての自刻自摺作品である《童語帳》は１９３９年に制作される。１９３８年、武井武雄は

母と次男、三男を相次いで亡くしているが、この作品は失った子供を供養するような意味で作ら

れたものであった。14木版画の彫りという作業は手先に意識を集中させるため、少しは気を紛ら

わせることが出来たのだろう。武井にとって初めての慣れない自刻自摺は、亡くなった子供たち

が発した言葉を拾い集め、彼らの生きた証を残すというある種の儀式めいたものであったため、

自ら木を刻み自ら摺るという作業に、より一層没頭していったのではないかと思われる。 

版画家達の年賀状交換会である「榛の会」では、武井版画の変遷を見ることができる。１９３５

年から１９５４年まで全部で２０回にわたり続いた「榛の会」の年賀状で、武井は１９３５年から１９４

０年までの６回分は銅版画を制作しているが、１９４２年に《宇宙説》の制作を境に、ほぼ銅版画の

制作はしていない。おそらく恩地孝四郎（1891-1955）を始めとした木版画作家達との交流によ

って、興味が木版画に傾いていったのだろう。１９４１年には木版画での制作を一度試みているの

も、そのようなことが原因だろう。それでも慣れなかったのか、１９４２年から１９４５年までは孔版
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による制作を進めている。１９４６年以降は、１９５４年に「榛の会」が解散するまで木版画の制作を

続けた。１９４６年は、文化団体「双燈社」で木版画講師を始めた時期と重なるため、その技術を

身に着け作風も本格的に木版画に傾けていったのだろうと推測できる。恩地孝四郎の推薦で、１

９４４年に日本版画協会の会員に入会したこともまた契機になっているのだろう。 

本格的に木版画作家として活躍し始める１９５０年頃、武井は50代後半であり、刊本作品を作

りつつ、木版画の制作も行い、版画協会展に毎年のように作品を出展していた。主に版画では、

幾何学模様や抽象的な表現を取り入れつつ、童画で培ったデザイン性を生かし作品を制作して

いく。 

 

２．鳥のモティーフ及び《鳥の連作》について 

 

２．１． 《鳥の連作》という作品 

武井は１９６０年代から《鳥の連作》のような、鳥をモティーフとした作品なども作り始める。これ

らを制作し始めた１９６０年代という時期は、武井にとっては、日本童画協会を結成し、童画家、刊

本作家、版画家として数多くの作品を制作した時期であり、そのデザイン性も洗練されたものが

数多く見られるようになっていた。日本童画協会は、戦前と戦後のものがあるが、それぞれ別の

団体である。ここでいうのは１９６２年に結成された、初山滋（1897-1973）、武井武雄、黒崎義

介（1905-1984）、林義雄（1905-2010）、川上四郎（1889-1983）らからなる団体であり、そ

の中で武井はタブロー画やミニアチュール等に力を入れており、それらの作品においても鳥らし

きモティーフが見られる。 

武井の木版画作品の代表的なものの多くはこの１９５０年代、１９６０年代に作られることとなる。

《鳥の連作》はこの１９６０年代を初めとし、亡くなる直前まで作り続けられており、その変遷の中

ではソ連歴訪の影響（絵文字のように見えるキリル文字への関心）や、独自で編み出した Vari-

type 技法を用いた作品の登場、大型作品から小型作品への移り変わり等、を《鳥の連作》を通

してみることが出来る。鳥はこの時期の、童画や木版画作品、刊本作品では特によく用いられて

おり、長い年月を経て武井の中で鳥というモティーフは「大空に羽ばたく自由な姿」のイメージと

して、自身の制作とは切っても切れないテーマになっていたのではないかと考える。その集大成

が《鳥の連作》なのだろう。 

 

２．２． 未発見の《鳥の連作№1》《鳥の連作№2》《鳥の連作№3》について 

《鳥の連作》シリーズの№1-3 までの作品についての記述はこれまでのどの先行研究にも無い。

イルフ童画館の学芸員へのインタビューによれば、これらの作品は発見されていないのではなく、

それまでの鳥がテーマとされる作品のいずれかが連作中の№1-3 に当てはまるということだ。こ

の場合いくつかの候補があるが、従来のどの作品が連作のどの№と符合するのかが明確にわか

っているわけではない。現時点では《鳥の連作№4》が制作される前の１９６３年に制作されている

図１－１の《鳥の構図》、図１－２の《雪》などが候補にあげられる。 

版画《鳥の連作№4》から《鳥の連作№7》までの４作品、図１－３～６の下絵から、それらには

元々は別のタイトルが付けられていたことがわかる。これらは筆者が実際に調査を行う事で初め

て発見された情報である。図１－３は《童画花と鳥》、図１－４は《金曜日の鳥》、図１－５は《玉乗》、

図１－６は《早起鳥》、それぞれの下絵のタイトルにはそう書かれている。だが、《鳥の連作№８》以

降は「鳥の連作」という共通タイトルのもとに作品番号を付与するという形式で統一されている。



9 

 

《鳥の連作№12》と同年に刊行された『武井武雄作品集Ⅱ版画』15の中での表記は、《鳥の連作

№4》、《鳥の連作№5》、《鳥の連作№6》になっていたので、この時点では既に４作品は、《鳥の連

作》シリーズとして認識されていたのだと推測できる。 

 以下では、それらの作品番号順に、まず下絵に付された比較的詳細なメモを検討し、完成作と

の比較を行う。 

 

●鳥の連作 №1－3 の可能性のあるもの 

 

図１－１ 《鳥の構図》（1963 年）                  図１－２ 《雪》（1962 年） 

  

 

 

●鳥の連作 №4－7 の下絵 

 

図１－３ 《鳥の連作№4（童画花と鳥）》   図１－４ 《鳥の連作№5（金曜日の鳥）》 

下絵（1967 年）                 下絵（1968 年） 
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図１－５ 《鳥の連作№6（玉乗）》下絵（1969 年）          

 

 

図１－６ 《鳥の連作№7（早起鳥）》下絵（1969 年） 
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●版画協会で出展された作品 

 

図１－７ 《金曜日の鳥》（1968 年）             図１－８ 《玉乗》（1969 年）  

…図１－４と同じく《金曜日の鳥》で出展          …図１－５と同じく《玉乗》で出展 

             

 

図１－９ 《鳥の連作№9》（1970 年） …図１－１５と同じく《鳥の連作№9》で出展 

 

 

下絵の段階で記載されていたタイトルが、出展時に使用されているかが気になったので、調査

した結果、『３６回版画展画集』16、『第３７回版画展画集』17、『１９７０年版画協会画集』18に掲載さ

れた作品の名前は、前者二つについては下絵の個別タイトルが記載されており、最後の作品の

み鳥の連作の№が表示されていた。 

そのため、１９７０年の《鳥の連作№８》（後掲の図１－１４参照）以降、作品タイトルは『鳥の連作

№○○』という形で発表されることとなったと思われる。 
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２．３．《鳥の連作》についての調査報告 

「鳥の連作№ 4～22（16、18、19 は資料がないため除く）」について、イルフ童画館の協力を

得て、下絵と完成作品の調査を行った結果を、以下のとおり報告する。 

 

●鳥の連作№４について 

図１－１０ 《鳥の連作№4（童画花と鳥）》（1967 年） 

         

         【完成作】              【完成作：部分】        【下絵：部分】 

 

下絵の詳細 

この作品は現存する《鳥の連作》と名付けられた作品の中では、最初のものである。下絵に書

き込まれたメモ書きを元に完成された作品との差異から、制作の工程を考察する。写真はイルフ

童画館の所蔵しているノートの 1 頁である。黒と赤のボールペンと鉛筆、一部色鉛筆で描かれて

いる。「版画６３」とあるのは、制作時の木版画が作られた順番を意味しており、「EXPOSITION 

35e HANGAKYOKAI」というメモが見られることから、版画協会による第３５回版画展のため

に作られた作品であることがうかがえ、１９６７という数字から制作年がわかる。「童画花と鳥」と

あるのはタイトルであり、《鳥の連作№４》とは違ったタイトルになっている。4/4 と書かれたもの

が修正され、5/5 と書き直されているがわかる。これはアーティストプルーフ19の枚数だと推測さ

れる。Rawan とあるのはおそらくラワン合板を意味すると推測できる。これだけでは何がラワン

合板を意味するのかわからないが、完成作品の表現から見たところ、背景の部分にラワン合板が

用いられていると思われる。Trois は、円形の装飾の部分と外側の部分に書かれている言葉で

ある。フランス語で３を意味するが、これは対応する配色を見るに、おそらく３色混合を意味する

ものだと考えられる。該当の円形の箇所は ocre（黄土色）と類似した色ではあるが若干の色の

違いを感じられる箇所もいくつか見受けられるため、ocre（黄土色）と torois（三色混合、色は

不明だが赤黒青か）は使い分けて用いられていたのだと考えられる。 

上述の Ocre と同じようにフランス語で Rouge（赤）、Noir（黒）、Blue（青）、Gris（Grise[灰

色]のことと思われる）といった色に関するメモ書きが見られた。メモのうち「４枚」「版をつける」と

書かれているが、これは《鳥の連作№5》で４版８色というメモがあることから、４版という意味で

はないかと考えられる。「８色摺」は色刷りの指定である。マット穴とは絵を飾る時に、絵の部分の
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外枠として設定されるものである。サイズについては、縦が１尺５寸２分で４６㎝、横が１尺で３０㎝

とされ、完成作品のサイズ表記では 315×475 とされている。おそらくこれは余白を１５㎝として

いるのだろうと考えられる。「Ⅾ.Feb18・cut19-20-21・Print22-23」というメモは、「２月１８日

にデザイン、あるいはデッサン、２月１９日から２１日に彫り、２月２２日から２３日に印刷」という作

業工程を示している。 

 

完成作との細部の比較 

下絵であるノートと完成予定図との細部の比較において、差異のポイントとなるところは大きさ

の違いである。ノートはあくまでイメージを書いたものであり、サイズや縦横の比率が変わってく

ることで、どうしても余白が生まれることがある。細部の違いが生まれるのは主にこれらが理由だ

と考えられる。 

 実際に【下絵：部分】と【完成作：部分】の画像の比較では主に鳥のモティーフの中に描かれてい

る鳥の数が５羽から８羽に増えている。なお、その形状も下絵の物とは違ったものになっている。  

鳥のモティーフの中には３つの区切りが設けられている。その中に下絵では２羽、２羽、１羽の

鳥が配置されているが、完成作では３羽、３羽、２羽の配置となっている。また、小さい鳥の尾の

部分に形状の違いが見られる。下絵段階では細かく３つに分かれた尾が特徴的であったが、完

成作の方では簡略化された尾と翼の表現に変化している。これは木版画において細かい彫りが

難しい時に、そういった変更がなされることがあるため、それに該当するのではないかと考えら

れる。 

 

●鳥の連作№５について 

図１－１１ 《鳥の連作№5（金曜日の鳥）》（1968 年） 

                     

       【完成作】             【完成作：部分】         【下絵：部分】 

 

下絵の詳細（前掲の図１－４参照） 

メモの内容は黒と赤のボールペンと鉛筆、下絵部分は色鉛筆で詳細に描かれている。「版画６

４」とあるが、作られた順番を意味しているため、《鳥の連作№4》の次に作られた作品であること

がわかる。EXPOSITION 36e Hangakyokai というメモが見られることから、版画協会によ

る第３６回版画展のために作られていた作品であることがうかがえる。１９６８年に制作されたと思

われるが。「金曜日の鳥」とあるのは作品のタイトルであり、《鳥の連作№5》ではない。5/５と書か

れているので、アーティストプルーフの枚数は５枚だと推測される。 

色指定は英語とフランス語で Light red （明るい赤）、Noir（黒）、Blue（青）、Sepia（肌色）

Gris（Grise[灰色]のことと思われる）、3colour といったメモ書きがされていた。４版８色とメモ

にあるため、摺りの大まかな指定もされている。メモにある MAT 穴は「マット穴」と同じものだと
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思われる。サイズは、縦が１尺（横に３０㎝と表記されている。）、横が１尺５寸２（横に４６㎝と表記

されている。）、完成作品のサイズ表記でも３０cm×４６cm となっている。「Ⅾ１mars Cut 2-3-

4 Mars Print 4-5 Mars」と書かれているように読める。mars はフランス語で３月を意味する

ため「３月１日にデザイン、あるいはデッサン、３月２日から４日に彫り、３月４日から５日に印刷」と

いう作業工程を示している。 

 

完成作との細部の比較 

この作品では、鳥のモティーフの尾の下と胸周辺に樹葉状の重なりがあるが、その重なりの数

が下絵の数より多くなっている。こういった差はよくある違いだが、こうした細部についても、比

較対象として考察に値するだろう。具体的な違いとしては、尾の下の樹葉状の重なりは、下絵の

時点で４、完成作では６である。胸の周辺の場合は、下絵の時点で５、完成作では７である。また、

鳥のモティーフの上にある装飾部分においては、左右に線の重なりから成る半円状の装飾が見

られるが、下絵の時点で５本、完成作では６本となっている。同じく装飾部分におけるラッパ状の

線の重なりは、４本から５本に変化している。下の止まり木に相当する部分からも扇状の重なり

が見られるが、これは、下絵が４本であるのに対し、完成作では１０本と一気に本数が増えている。

木版画の制作工程においては線と線との間は、広いものより狭いものの方が彫りやすい傾向が

あるため、こういった結果になるのだと思われる。 

 

●鳥の連作№６について 

図１－１２ 《鳥の連作№6（玉乗）》（1969 年） 

   

    【完成作】          【完成作：部分】              【下絵：部分】 

 

下絵の詳細（前掲の図１－５参照） 

メモの内容、そして下絵部分は黒と赤のボールペンと鉛筆で描かれている。「版画６７」とある

ので、《鳥の連作№5》から３作品後に作られた木版画作品であることがわかる。Exposition 

Hangakyokai 37e というメモが見られることから、版画協会による第３７回版画展のために作

られたていた作品であることがうかがえる。１９６９年に作られたと思われるが。「玉乗」とあるのは

作品のタイトルであり、《鳥の連作№6》ではない。図を見るに、5/5 と書かれていた形跡が見ら

れるが、6/6 に書き直されているため、アーティストプルーフの枚数は６枚だと推測される。色に

関するメモは、フランス語と英語で Gris（Grise［灰色］）、rouge（赤）、noir（黒）、blue（青）、

trois（三色混合、色は不明だが赤黒青か）、ocre（黄土色）、yellow といった色の指定がされて
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いた。また、メモにある３版９色の３版は、色指定の場所に（A）gris（B）rouge（A）noir（B）blue

（C）trois(C) ocre (B) yellow という表記があることから、（A）（B）（C）の版を指しているの

だと考えられる。 

摺りの詳細な指定もされており、大まかな色の他に下絵に直接色に関するメモが書き込まれ

ている。サイズは下絵に表記はないが、完成作品のサイズ表記では 300×460 となっており、や

はり１尺と１尺５寸２部が目安となっている。「Feb.9 版ツケＣut.（Feb.13-14-15）Print（17-

18）」は「２月９日に版付け、２月１３日から１５日に彫り、２月１７日から１８日に印刷」という作業工

程を示している。版付けは版画における作業の工程である。 

 

完成作との細部の比較 

この作品では、中央の小さい方の四角形の上下に文字があるが、下絵時点ではそれは確認で

きず、アルファベットのようなものが確認されるのみであった。また、この四角形の中では、三角

形の列が存在するが、６列から８列に増えている。後方の黒い丸が４つ並んでいる部分も、下絵

段階では台形のような形であったのが三角形に変化している。上下にある点と円の重なりが円

形を形作っているが、下絵段階ではそれぞれ下が１３、上が１４で、完成作では上下ともに１６とな

っている。 

 

●鳥の連作№７について 

図１－１３ 《鳥の連作№7（早起鳥）》（1969 年） 

     

               【完成作】 

    

           【完成作：部分】              【下絵：部分】 

 

下絵の詳細（前掲の図１－６参照） 

メモの内容は黒と青ボールペンと鉛筆、下絵部分は鉛筆で描かれている。「版画６８」とあるが、
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作られた順番を意味しているため、《鳥の連作№6》の次に作られた作品であることがわかる。

「Exposition Hangakyokai 37e」というメモが見られることから、《鳥の連作№6》と同様に版

画協会による第３７回版画展のために作られていた作品であることがうかがえ、図の日付指定を

見てみると、同時並行で制作していることがわかる。「早起鳥」とあるのは作品のタイトルであり、

《鳥の連作№6》ではない。6/6と書かれているので、アーティストプルーフの枚数は６枚だと推測

される。フランス語で Gris（Grise［灰色］）、rouge（赤）、Blue（青）、Noir（黒）といった色のメモ

書きがある。２版６色とメモにあるため、摺りの大まかな指定もされており、また下絵に直接色に

関するメモが書き込まれている。メモにある MAT 穴は「マット穴」と同じものだと思われ、内サイ

ズは、縦が１尺（横に３０㎝と表記されている）、横が１尺５寸２分（横に４６㎝と表記されている）、

完成作品のサイズ表記では４５０×３００とされているため、途中でサイズの変更をしたと考えら

れる。「Feb.9 判ツケ Cut（Feb.12-13）Print（16-17）」は「２月９日に版付け、２月１２日から１

３日に彫り、２月１６日から１７日が印刷」という作業の段取りを示している。１４日と１５日が空いて

いるが、その期間にちょうど《鳥の連作№6（玉乗）》の彫りの作業があるため、こうした日程の配

分になったと考えられる。 

 

完成作との細部の比較 

この作品では、大きな変化はないものの、装飾部分の細かい違いについては注目に値する。

武井がいかに細部の意匠に至るまで注意していたかの証拠でもある。装飾部分では小さい鳥の

モティーフと装飾が交互に並んでいるが、まず一番左の鳥のモティーフでは尾が下絵の段階で 4

本であるが完成作では５本になっている。そして、右側左よりの鳥のモティーフだが、このモティ

ーフの中で楕円の重なりが広がっており、その数が下絵の段階では５から４に減っている。また、

その右隣にある装飾の下部分の飾りも６から５に減っている。装飾部分のような細かい彫りは時

に難しいことがあるため、数を減らして彫りをしやすくすることがある。このことから装飾の部分

においても武井が彫りの工程をいかに考慮していたかがうかがえる。一番右に位置する鳥のモ

ティーフの尾には三角形の目盛りが付いているが、これは下絵段階と比較すると、４から６に増え

ている。 

 

●鳥の連作№８について 

図１－１４ 《鳥の連作№８》（1970 年） 

      

        【完成作】                  【下絵】 
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下絵の詳細 

メモの内容は黒ボールペンと鉛筆、下絵部分は主に色鉛筆で詳細に描かれている。「版画７０」

とあるので、《鳥の連作№７》から２作品後に作られた木版画作品であることがわかる。「EXpo. 

Hangakyokai 38e」というメモが見られることから、版画協会による第３８回版画展のために

作られたていた作品であることがうかがえる。この作品から、下絵の段階においても《鳥の連作

№８》と表記されるようになっているため、連作を意識し始めたのはこの時期からだと考えられる。

5/5 と書かれているので、アーティストプルーフの枚数は５枚だと推測される。 

色指定はフランス語で Gris（Grise[灰色]のことと思われる）、blue（青）、rouge（赤）、ocre

（黄土色）といった色の指定がされていた。板 5 枚とメモにあるため、摺りの大まかな指定もされ

ている。サイズ指定は無いが、完成作品のサイズ表記では３０５×４６０とされているため、１尺と１

尺 5 寸 2 分が目安となっていると考えられる。 

「Feb11  下図 12-13-14 Cut 15 print」は、「２月１１日に下図の作成、２月１２日から１４日

に彫り、１５日に印刷」という作業の段取りを示している。 

 

完成作との細部の比較 

この作品では、鳥のモティーフにおける細部の違いについて注目する。８羽の鳥のモティーフ

の内、まず左下から二段目と右上の鳥のモティーフにある鳥の瞳部分は下絵段階では書かれて

いない。また、下から二段目の鳥のモティーフでは尾が下絵の段階で３本であるが完成作では 4

本になっている。そして、左下から二段目と右下から三段目の鳥のモティーフはそれぞれ首の部

分の装飾に直線が入っており、その数が下絵の段階から２から３に増えている。右下一段目の鳥

は、羽に当たる部分の三角形の装飾の数が下絵の段階から５から６、６から７に増えている。また、

前足が前方中心部に大きく移動している。 

 

●鳥の連作№９について 

図１－１５ 《鳥の連作№９》（1970 年） 

     

 【完成作】                            【下絵】 
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下絵の詳細 

メモの内容は黒ボールペンと鉛筆、下絵部分は鉛筆と赤ボールペンで描かれている。「版画

71」とあるため、《鳥の連作№８》の次に作られた作品であることがわかる。また、「EXpo. 

Hangakyokai 38e」というメモが見られることから、《鳥の連作№8》と同様に版画協会による

第３８回版画展のために作られたていた作品であることがうかがえ、図の日付指定を見てみると、

ほぼ同時期に制作していることがわかる。5/5と書かれているので、アーティストプルーフの枚数

は 5 枚だと推測される。 

下絵の右側に「ジェー」というメモがあるがこれはロシアのキリル文字をデザイン化したもので、 

左側が「エリ」、右側が「ジェー」である。色指定はフランス語で Grain（Grise[灰色]のことと思

われる）、rouge （赤）、noir（黒）、Gris（Grise[灰色]のことと思われる）といった色の指定がさ

れていた。Gris（lawan）と表記があるが、これは《鳥の連作№４》の事例からラワン合板を用い

た版表現だと考えられる。板 5 枚とメモにあるため、摺りの大まかな指定もされている。サイズは、

縦が 1 尺 5 寸 2 分（横に４６ｃｍと表記されている）、横が１尺（横に３０ｃｍと表記されている）、完

成作品のサイズ表記でも 300×460 と表記されている。 

「Design Feb.15 Cut Feb.16 Print Feb.18-19」は、「２月１５日にデザイン、２月１６日に彫

り、２月１８日から１９日に印刷」という作業の段取りを示している。 

 

細部の比較 

鳥のモティーフの羽に該当する部分の前方に直線が３本追加されている。この絵での下絵との

違いは他に見当たらない。 

 

●鳥の連作№１０について 

図１－１６ 《鳥の連作№10》（1971 年） 

  

   【完成作】                        【下絵】 

 

下絵の詳細 

メモの内容は黒ボールペンと鉛筆、下絵部分は鉛筆で描かれている。「版画７４」とあるため、

《鳥の連作№９》の３作品後に作られた作品であることがわかる。「Exposition Hankyo 39e 

1971」というメモが見られることから、版画協会による第３９回版画展（１９７１）のために作られた

ていた作品であることがうかがえる。５/５と書かれているので、アーティストプルーフの枚数は５

枚だと推測される。epr という表記があるが、これはフランス語の Epreuve d’artiste の略で
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アーティストプルーフと同じ意味がある。色指定はフランス語で Noir（黒）、rouge（赤）、Gris

（Grise[灰色]のことと思われる）、Blue（青）、blanc yellow（白っぽい黄色）といった色の指定

がされていた。板４枚とメモにあるため、摺りの大まかな指定もされており、また下絵に直接色指

定が書き込まれている。サイズは下絵に表記はないが、完成作品のサイズ表記では 460×300

となっており、やはり１尺と１尺５寸２分が目安となっている。 

「Feb.27 Cut ２８さらえ Mars 1er print」は、「２月２７日に彫り、２月２８日にさらえ（版画

の工程で余分な彫り残しを全て彫ること）、３月１日に印刷」という作業の段取りを示している。 

 

細部の比較 

この作品では、中央部分の単純化された鳥のモティーフの細部の違いについて注目する。ま

ず、上の羽に該当する部分は、羽の根もと、中央、先端と違うデザインで書き分けられているが、

中央部分の羽の枚数が下絵では９枚だが、完成作では１０枚になっている。一方、下の羽は、基

本的には抽象的な装飾によって構成されている。羽の根もとにある扇状の装飾では、下絵では3

段階になった三角形の列が存在するが、１段目が６個、２段目も６個、３段目は７個のように見え

る。完成作では、三角形の列が４段階になっており、１段目は８個、２段目は８個、３段目は９個、４

段目は９個に増えている。先端部分には、線で構成されたピラミッド状の模様があるが、線の本

数は、下絵では左右それぞれ４本ずつの線が引かれているが、完成作では左右とも５本の線と

なっている。また、羽と羽の間の部分について、中心から羽の根もとに向けて線が伸びているが、

下絵段階では左右それぞれ線が５本あるのに対して、完成作では、左右の線が７本ずつとなって

いる。鳥の胴体部分の下の部分に鳥のモティーフがあるが、若干デザインが変わっている。 

 

●鳥の連作№１１について 

図１－１７ 《鳥の連作№11》（1973 年） 

   

             【完成作】                       【下絵】 
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下絵の詳細 

メモの内容は黒ボールペンと鉛筆、下絵部分は鉛筆で描かれている。「版画７９」とあるため、

《鳥の連作№10》の５作品後に作られた作品であることがわかる。「Exposition1973 Hankyo」

というメモが見られることから、版画協会による第１９７３年度の版画展のために作られた作品で

あることがうかがえる。「epr. 6/6」と書かれているので、アーティストプルーフの枚数は６枚であ

る。 

色指定はフランス語で gris（Grise[灰色]のことと思われる）、noir（黒）、ocre（黄土色）、

rouge（赤）、Blue（青）といった色の指定がされていた。サイズは下絵に表記はないが、完成作

品のサイズ表記では 300×460 となっており、やはり１尺と１尺５寸２分が目安となっている。ノー

トの左下に「宮下」という人名らしきものが確認されている。 

「Design 31 Jan Cut Feb. 1-2-3-4-5 print 6-7」は、「１月３１日にデザイン、２月１日から

５日に彫り、２月６日から７日に印刷」という作業の段取りを示している。 

 

細部の比較 

この作品では、縦に３列の模様が配置されている。まず、右上の鳥のモティーフの羽の部分の

模様が、下絵段階では横線を基調とした描写だったが、完成作では斜めに線がひかれている。

また、大きな円を重ねた円形があるが、下絵段階では外側に３つの円があるのに対して、完成作

では４つの円となっている。この円の真下から伸びるモザイク状の装飾の右手に下絵では渦巻き

状の装飾があるが、完成作では渦巻き状の装飾からモザイク状の装飾に変わっている。真ん中

の列の模様では、下から２つ目の装飾が変化しており、下絵にはない円形が完成作には追加さ

れている。同じように、左の列の上部の装飾についても、完成作では円形が追加されている。 

 

●鳥の連作№１２について 

図１－１８ 《鳥の連作№12》（1974 年） 

   

【完成作】                       【下絵】 
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下絵の詳細 

メモの内容は黒と赤ボールペンと鉛筆、下絵部分は鉛筆で描かれている。「版画８３」とあるた

め、《鳥の連作№11》の４作品後に作られた作品であることがわかる。 「Exposition 

Hangakyokai 1974」というメモが見られることから、版画協会による第１９７４年度の版画展

のために作られたていた作品であることがうかがえる。「epre. 6/6」と書かれているので、アー

ティストプルーフの枚数は６枚である。 

下絵に表記はないが、下絵に直接色指定が書き込まれている。武井独自の版画技法である

vari-type が用いられており、４版８色摺りとメモにあるため、摺りの大まかな指定はされている。

サイズは下絵に表記はないが、完成作品のサイズ表記では「３０×４６㎝」となっており、やはり１尺

と１尺５寸２分が目安となっている。「1974 Cut Feb. 10-11 Sarae 12  Print15-16」は「1974

年２月１０日から１１日に彫り、２月１２日にさらえ（版画の工程）、２月１５日から１６日に印刷」という

作業の段取りを示している。 

 

細部の比較 

この作品では、５羽の鳥が描かれているが、小さな２羽の鳥には下絵では目が描かれていなか

ったが、それぞれ目が完成作では追加されている。この絵での下絵との違いは他に見当たらな

い。 

 

●鳥の連作№１３について 

図１－１９ 《鳥の連作№13》（1975 年） 

        

           【完成作】                  【下絵】 

 

   

           【完成作：部分】                【下絵：部分】 
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下絵の詳細 

メモの内容は黒と赤ボールペンと鉛筆、下絵部分は赤ボールペンと鉛筆で描かれている。「版

画８８」とあるため、《鳥の連作№12》の５作品後に作られた作品であることがわかる。

「Exposition Hankyo1975」というメモが見られることから、版画協会による第１９７５年度の

版画展のために作られたていた作品であることがうかがえる。epr.8/8 と書かれているので、ア

ーティストプルーフの枚数は８枚である。 

下絵に表記はないが、下絵に直接色指定が書き込まれている。２版６色摺りとメモにあるため、

摺りの大まかな指定もされている。サイズも下絵に表記はなく、完成作品のサイズ表記では３０５

×４５５となっており、やはり１尺と１尺５寸２分が目安になっている。「下図 f19 1975 Cut 骨版

Feb.21-22-23-24(sarae) 色版 25-26(sarae) Print 27-28-mars 1」は、「２月１９日に

下図、２月２１日から２４日に骨版（版画の主版、主線になる版のこと）の彫り（２４日はさらえ）、２

月２５日から２６日は色版（主に骨版以外の版）の彫り（２６日はさらえ）、２月２７日から３月１日に

印刷」という作業の段取りを示している。 

 

細部の比較 

この作品では、３列５段にわたり、同じサイズの鳥が１５羽描かれている。そのうち９羽に下絵と

の違いが見られる。まず、下から一段目の左端の鳥は、下絵では葉っぱ状の模様の上下で色が

分かれていたが、完成作では葉っぱ状の模様部分の後ろは色付けされずに、少し上部が黄土色

となっている。次に、１段目真ん中の鳥は、目から下に太い線が伸び、二手に別れているが、完成

作ではその下に逆三角形の模様が足されている。２段目の左の鳥は、下絵では首から胴体の間

に線が３本あるが、完成作では２本となっている。また、２段目右の鳥は、背中にＵ字型の模様が

あったが、完成作ではＵ字型は左横を向いている。 

その他、上から２段目の左右の鳥は首の下部分にいずれも円形または半円状の模様が追加

されている。また、その上の１段目の左端の鳥は首の下側に模様が追加され、真ん中の鳥は、お

腹部分に描かれた鳥のモティーフの頭の上に毛が２本追加されている。右端の鳥は、頭の部分

が小さくなり、背中に装飾が追加されている。 

 

●鳥の連作№１４について 

図１－２０ 《鳥の連作№14》（1976 年） 

     

         【完成作】                   【下絵】 
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下絵の詳細 

メモの内容は黒ボールペンと鉛筆、下絵部分は赤ボールペンと鉛筆で描かれている。「版画

89」とあるため、《鳥の連作№13》の次に作られた作品であることがわかる。「Exposition 

Hangakyokai1976」というメモが見られることから、版画協会による第１９７６年度の版画展の

ために作られたていた作品であることがうかがえる。「Epr. 8/8」と書かれているので、アーティ

ストプルーフの枚数は８枚である。 

色指定は表記されていない。板３枚とメモにあるため、摺りの大まかな指定はされている。サイ

ズは下絵に表記はないが、完成作品のサイズ表記では 300×450 となっており、やはり１尺と１

尺５寸２分が目安になっている。 

「1976 Feb. 15（斜線消し）17 （ここまで青字）    Cut Feb.21-22-23-24-25 Print 26-

27」は、「２月１７日にデザイン、２月２１日から２５日に彫り、２月２６日から２７日に印刷」という作

業の段取りを示している。 

 

細部の比較 

この作品では、２羽の鳥が向き合って羽ばたいている。上の鳥では、右の羽の先部分の装飾

が下絵の４つから完成作では７つに増えており、羽の根もとから放射線状に広がる線の本数も６

本から８本に増えている。また、首の根もとあたりの小さな丸い装飾も３つから４つに増えている

ほか、頭の上の装飾も木のような形に変更された。下の鳥でも、頭の上の装飾の追加と、首の根

もとあたりの装飾の変更、右の羽の根もとあたりへの丸い模様の追加、羽の先の装飾を噴水の

先のように２つに分かれるものから、小さな丸に変更している。 

 

●鳥の連作№１５について 

図１－２１ 《鳥の連作№15》（1977 年） 

  

  【完成作】                        【下絵】 

 

メモの内容は黒と青ボールペンと鉛筆、下絵部分は鉛筆で描かれている。「版画９３」とあるた

め、《鳥の連作№14》の４作品後に作られた作品であることがわかる。「Exposition 

Hangakyokai1977」というメモが見られることから、版画協会による第１９７７年度の版画展の

ために作られたていた作品であることがうかがえる。「epr.8/8」と書かれているので、アーティス

トプルーフの枚数は８枚である。 

色指定は表記されていない。下絵に表記はないが、下絵に直接色指定が書き込まれている。
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この作品《鳥の連作№15》以降は、indigo blue (藍色)という新しい色指定がよく見られるよう

になる。また、「掘り進み」というメモから、特殊な技法で製作されたものだということがわかる。サ

イズは下絵に表記はないが、完成作品のサイズ表記では３００×４６０となっており、やはり１尺と１

尺５寸２分が目安となっている。 

「D7-8 feb.1977 Feb.10 下図 Cut Feb.11-12-13-14 Print Feb.１３-１５ fini」は、 

「１９７７年２月７日から８日にデザイン、２月１０日に下図、２月１１日から１４日に彫り、２月１３日から

１５日に印刷 終」という作業の段取りを示している。デザインと下図が違うのは、下図はデザイン

の後の工程（デザインを元にした下図を板に転写した後、初めて彫りの段階に移る）だからであ

る。 

 

細部の比較 

この作品では、やや右寄りの中央に立つ鳥に対して、左側からほぼ垂直に頭から突っ込むか

のような羽ばたく鳥を配置している。左の羽ばたく鳥の左の羽の模様が下絵の８つから完成作の

9、下絵５つから完成作では７つに変更された。また、立つ鳥の折りたたまれた羽の矢羽根型の模

様については、下絵時４枚から３枚に変更された。 

 

●鳥の連作№１７について 

図１－２２ 《鳥の連作№17》（1979 年） 

    

             【完成作】                      【下絵】 

 

下絵の詳細 

メモの内容は青と赤ボールペンと鉛筆、下絵部分は鉛筆で描かれている。「版画№101」とある

が、《鳥の連作№16》の下絵は見つかっていないため、《鳥の連作№15》の８作品後に作られた

作品であることがわかる。「Exposition Hangakyokai1979」というメモが見られることから、

版画協会による第１９７９年度の版画展のために作られたていた作品であることがうかがえる。

「8/8」と書かれているので、アーティストプルーフの枚数は 8 枚だと推測される。 

色指定は表記されていない。下絵に表記はないが、下絵に直接色指定が書き込まれている。
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《鳥の連作№10》以来久しぶりに blanc yellow の表記が見られる。サイズは下絵に表記はない

が、完成作品のサイズ表記では３００×４７０となっており、やはり１尺と１尺５寸２分が目安となっ

ている。「７枚」という表記があるが、版木の枚数だと推測される。 

「Design Mars 4 Cut mars 5-6-7-8-9 Print mars 10-11」は「３月４日にデザイン、３月

５日から９日に彫り、３月１０日から１１日に印刷」という作業の段取りを示している。 

 

細部の比較 

鳥のモティーフの尾の部分について、上の鳥は上に一つ、下の鳥は下に一つ、三角の印が完

成作では追加されている。この絵では、他に下絵との違いは見当たらない。 

 

●鳥の連作№２０について   

図１－２３ 《鳥の連作№20》（1981 年） 

    
            【完成作】                        【下絵】 

 

下絵の詳細 

メモの内容は黒と赤のボールペンと鉛筆、下絵部分は赤ボールペンと鉛筆で描かれている。

「版画№109」とあるが、《鳥の連作№18》、《鳥の連作№19》の下絵は見つかっていないため、

《鳥の連作№17》の８作品後に作られた作品であることがわかる。「EXpo20.1981」というメモ

が見られることから、版画協会による第１９８１年度の版画展のために作られたていた作品である

ことがうかがえる。下絵段階では Epr の表記が無く、５３枚と書かれたメモが見られたが、完成作

品の方で Epr 44/53 の表記が見られたので、アーティストプルーフの枚数は５３枚だと推測さ

れる。ただし、アーティストプルーフとしては多いように感じられるため、アーティストプルーフの

意味を間違えて考えていた可能性はある。出品４６というメモがあるため、５３枚中４６枚を出品

しているのだとすれば、アーティストプルーフに相当する作品は７枚だということも考えられる。 

色指定はフランス語で gris（Grise[灰色]のことと思われる）、ocre（黄土色）、ocre sepia

（黄土じみた肌色）、rouge（赤）、noir（黒）、indigo（青）、vert（緑）といった色の指定がされて

いた。サイズは下絵に表記はないが、完成作品のサイズ表記では９０×１３８となっている。最晩年
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は年齢のためか、作品が小さくなる傾向が見られ、この《鳥の連作№20》も例に漏れず小作品と

なっている。「Cut April 26-27-28 Print mai(おそらく may の誤字) 11-12-13-14」は「４ 

月２６日から２８日に彫り、５月１１日から１４日に印刷」という作業の段取りを示している。 

 

細部の比較 

この作品では、下絵と完成作の間にほとんど違いは見つからない。 

３羽の鳥のうち、最下段の鳥の尾の先に４つのくの字型のものが見られるが、それが完成作では

５つになったくらいである。 

 

●鳥の連作№２１について 

図１－２４ 《鳥の連作№21》（年代不明） 

  

          【完成作】                         【下絵】 

 

下絵の詳細 

メモの内容は黒と青ボールペンと鉛筆、下絵部分は鉛筆と赤ボールペンで描かれている。「版

画 111」とあるため、《鳥の連作№20》の２作品後に作られた作品であることがわかる。「AVEC」

という文字がタイトルの下に書かれているが、作品の内容が二羽の鳥が飛んでいるような内容

であるため、恋人たちといった意味の副題ではないかと考えられる。下絵には、版画協会に関す

る表記はないが、《鳥の連作№22》では書かれているため、書き忘れていた可能性が高いと思わ

れる。前後の作品の制作年からして１９８２年の作品の可能性が高い。下絵段階では Epr の表記

が無いが、６０枚というメモがあるため、《鳥の連作№20》の事例からアーティストプルーフの枚

数は６０枚だと推測される。 

色指定はフランス語で gris（Grise[灰色]のことと思われる）、rouge（赤）、noir（黒）、ocre

（黄土色）、vert（緑）といった色の指定がされていた。サイズが下絵表記にはない、完成作品の

サイズが乗っている媒体がない。「D.11 mai Cut mai 13-14-15-16 Print mai 18-19-20-

21-22 fini」は「３月１１日にデザイン、３月１３日から１６日に彫り、３月１８日から２２日に印刷 終」

という作業の段取りを示している。 

 

細部の比較 

この作品では、下絵と完成作の間に差を見いだせなかった。 
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●鳥の連作№２２について 

図１－２５ 《鳥の連作№22》（1983 年） 

     

        【完成作】                       【下絵】 

 

下絵の詳細 

メモの内容は黒ボールペンと鉛筆、下絵部分は黒と赤ボールペンで描かれている。「（版）113」

とあるため、《鳥の連作№14》の２作品後に作られた作品であることがわかる。「紅頭」という文字

が書かれているが、作品の内容が赤い頭の鳥が一匹だけ飛んでいるような内容であるため、架

空の鳥をイメージした副題なのではないかと考えられる。「EXpo22 1983」というメモが見られ

ることから、版画協会による第１９８３年度の版画展のために作られたていた作品であることがう

かがえる。アーティストプルーフに関する表記は見られない。 

色指定は表記されていない。下絵に表記はないが、下絵に直接色指定が書き込まれている。

フランス語ではなく日本語で、緑、地色、３色といった大まかな指定がされている。サイズは下絵

に表記はないが、完成作品のサイズ表記では１８．６×１３．４㎝となっており、晩年の作品らしく小

作品である。武井はこの下絵を書いた２ヶ月後の２月に心筋梗塞で亡くなる。 

「Design1982 Dec 12 Cut    Dec 版ツケ 13   Dec 14（斜線消し）15-16   Print  jan 11-」

は「１２月１２日にデザイン、１２月１３日に版付け、１２月１５日から１６日に彫り、１月１１日から指定不

明に印刷」という作業の段取りを示している。 

 

細部の比較 

この作品では、下絵と完成作の間に差を見いだせなかった 

 

３．調査結果、考察 

武井が晩年に制作した《鳥の連作》シリーズの下描きに注目し、そこに付されたメモ書き等も参

照しながら、様々な側面から、完成作との比較分析を試みた。その結果、それぞれの作品でいく

つかの共通点を確認した。 
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まずは制作時期の問題だが、《鳥の連作№20》以降の作品のような最晩年のものを除けば、

主に2月と3月（殆どが2月）を中心として制作されている。それぞれの下絵の表記から見るに、

版画協会展の展示作品であるため、開催期間に合わせて制作の段取りを決めていたのだと思

われる。また、フランス語で書かれている色に関するメモを見ると、配色に使われる色が毎回同じ

絵具であることが見て取れた。基本的に配色に使われるのは、noir（黒）、blue（青） 、rouge

（赤）、 gris（灰色）、 ocre（黄土色）の色指定が中心であり、これら基本色より少ないが、sepia

（肌色）、blanc yellow（白っぽい黄色）、indigo blue（藍色）、vert（緑）などの色指定も見られ

る。特殊なものではおそらく三色混合を意味する trois やラワン合板の版木を使う rawan など、

細かい指定も書かれている。 

サイズに関しても、晩年の小型作品を除けば、１尺と１尺５寸２分か、それに近いものになって

いるなど、共通する点が見られた。その他、気付いたこととして以下のような点が挙げられる。下

絵はあくまで構想デザインで、完成時にはいくつか変更があること。没年数年前のノートを見ると、

視力の影響か字や絵などの線に少しブレがあること、大型作品ではアーティストプルーフについ

て大体６枚、８枚近くと書かれていたのが、小作品に変わって５３枚、６０枚といった枚数が書かれ

ていたことなどがある。今回の調査によって、鳥の連作は全て連続した一連の作品と思われてい

たが、№4 から鳥の№7 までの作品はそうではなく、当初独立した作品として制作されたことが

判明した。 

これら新たな発見や今回の調査のまとめとしても浮かび上がってきたことは、武井の総合芸術

家としての意欲と能力である。この後の章（刊本作品）で語ることになるが、武井は造本作家とし

ての原画制作から版画、印刷、製本までの製本作業を通してデザイナーやプロデューサーとして

の役割まで自身で担当している。造本作家として、全体のイメージを持つことと、全ての工程に関

わっていくという方法を取ることによって、より洗練された特徴的な作品群を生みだしたのだが、

それらの態度は版画制作においても同じように一貫していたと言える。 

また、全体としては《鳥の連作》というタイトルの通り「鳥」について考えておきたい。 

鳥を全面的にモティーフにしていることで、装飾的複雑さを装いながらも、個々の図案として

は〇と△という単純な記号や要素に還元されていることが分かり易く確認出来る。それらはまる

で、クレーやカンディンスキーの抽象表現主義的な画を構成するシンプルな要素、素材のように、

特有のリズムを生み出していると言える。例えば、胴体や目玉が表す親しみやすい〇と、嘴や翼

が示す△のフォルム、あるいは複数の鳥が描かれている場合、鳥たちの距離感が生み出す緊張

感のある△と、睦まじい様子としての〇の構図…。それらを装飾的に組み合わせることで、ある

種の緊張や調和を作り出していると言える。 

また、そのことはそのままイメージや概念的な側面にも波及をしているように感じられる。これ

らの一連の連作には、飛び立つ前の鳥（静寂、緊張感）、飛び立った後の鳥（自由、解放感）とい

う物語的な時間軸を読み取ることが出来る。言わば、武井における鳥の絵は「可視的なもの」か

ら「不可視のものを想像させる」ような喚起力を持っている。つまり、それらを包括的に統合した

ものとして「鳥」の象徴性が表出されており、このことは、画から別の時間軸を持つ世界が生成さ

れ織り成されるという意味において、武井自身が「詩」を書き、「物語」を紡いでいた事実とも無関

係ではないとも思われるのである。そしてそれは、後述する他フィールドにも一貫して現れる現

象であり制作態度であるとも言える。 
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第２章 刊本作家武井武雄 －刊本作品の特徴－ 

 

第２章では、武井武雄が亡くなる直前まで精魂を傾けて制作を続けた刊本作品 139 冊全てに

ついて、詳細に調査分析し、様々な角度から内容の分類を行い、刊本作品の特徴を明らかにす

ることを試みた。ここでは、特に刊本作品の技法と内容の２つの分類に焦点を当てるとともにその

発表形式にも注目した。また、刊本作品における鳥のモティーフという第１章と共通するテーマに

ついても考察を加えている。 

第２章は主に大きく３つのパートで構成する。まず「１．武井武雄と刊本作品」では、刊本作品に

関する前提の情報についての説明を行い、刊本作家としての武井の画業を明らかにしていく。

「２．発行部数と流通－刊本作品友の会－」では、特に他に類を見ない発行形態である「限定会

員への頒布形式」に着目し、その制作態度と読書層について述べる。「３．テーマ及び技法による

刊本作品の分類」では、刊本作品の「テーマ（内容）」とその「技法（制作工程）」という２つの観点

から考察を深めていく。テーマ、内容の調査においては、刊本作品に記された文章の内容がその

まま書かれている書籍『武井武雄の「刊本作品」の世界』（古河文学館、平成十六年）をもとに刊

本作品 139 冊全ての特性を分類した表に纏めている。技法、制作工程における調査においては、

斎藤正一の著書『百三十九冊の不思議な本 武井武雄の刊本作品』（文化出版局、１９８４年）の

中でなされている技法分類をもとに表に纏めている。この２つの分類表によって刊本作品１３９冊

の持つ特徴を明らかにしていきたい。また、「４．刊本作品における鳥のモティーフ」では、2022

年６月１３日にイルフ童画館で行った調査において、刊本作品における鳥の描写について撮影を

行った結果をまとめ、その資料を中心とした考察を行う。本稿で説明する刊本作品は、全て長野

県岡谷市のイルフ童画館に収められており、研究調査にあたっては、イルフ童画館の学芸員犬塚

奈々子氏の協力を得た。 

 

１．武井武雄と刊本作品 

刊本とは、私刊本などと呼ばれる作家が独自で作る書物を指している。そして刊本作品とは、

武井武雄（1894-1983）により、昭和１０年（１９３５年）から昭和５９年（１９８３年）までに１３９冊作

られた造本芸術のことである。その特徴は、全ての下絵、物語、印刷形式、版画技法、素材、装丁

や装本のデザイン、プロデュースを武井一人で行っている事である。ただ、この武井の完全主義

が色濃く反映された作品群は、長期の造本シリーズを作ってやろうという意識を持って生まれた

ものではない。刊本作品を作り始めた１９３５年は武井にとっても一種の転換期であり、武井は版

画家だけの年賀状交換会「版交の会」（後の「榛の会」）を結成する。また、版画家西田武雄（１８９

４-１９６１）から譲り受けた銅版画用プレス機を使い、いくつかの銅版画小作品や《宇宙説》20や

《地上の祭》21といった銅版画の代表作も制作している。このように版画制作に積極的に関わっ

て新しい試みを始めていた。この時の造本制作の経験は武井にとっても印象的であったようで、

自著やインタビューなどでも何度か取り上げている。また、「本の美術」という言葉が武井の著書

『本とその周辺』（中央公論社、1975 年）の中で書かれているが、この言葉も武井がこの時期に

使い出していることから、「本の美術」としての刊本作品に関する造本制作の姿勢やこだわりはこ

の時期の経験が発展してきたものであるとも考えられる。 

武井にとっての刊本作品に関する転機は、年次展として日本橋三越で八回ほど開催してきた

イルフ・トイス展の打切りであると言える。この展覧会自体は非常に人気があり、毎年相当な数の

ファンが集まっていた。イルフとは「古い」の逆さまであり、イルフ・トイスは「子供の世界に新しい
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玩具を」という趣旨の芸術運動でもあった。しかし、実態としては大人のファンばかりが増え、い

ざ子供の世界に関わるには芸術活動ではなく企業のような形態になってしまうという事で武井

は行き詰まり、展覧会毎に一人で大量の玩具のデザインを考える苦労に見合うだけの結果が得

られていない現状から会の継続を断念した。この際に三越から「急にやめられるとファンの方か

ら失望されるので、何とかして展覧会は継続してほしい」という希望を受けたのがある種の転機

となる。武井は、イルフ・トイス展を止めてから新宿三越に場所を移し、展覧会のテーマを毎回変

えて開催する方向に変更する。そして、第 1 回の「動物の展覧会」を始めるにあたり、その付録品

として考えたのが刊本作品第一作となる《十二支絵本》である。 

ちなみに、武井本人は初期のものを「私刊豆本」と呼び、１９６０年の№42『Q 子の奇跡』を区切

りに、それ以降を刊本作品と呼び方を改めている。これは主に刊行形態が「豆本」と言えるほど

小さい作品には合わなくなってきたため制作過程に合わせたからである。また、毎年 1 冊だった

ものが、昭和２８年からは、２８年が３冊、２９年が２冊、３０年が３冊と、年３冊のペースに変わり、

昭和３０～４０年代では３１年で３冊、３２年で１冊、３３年で３冊、３４年に４冊、３５年では４冊、３６

年では３冊、３７年では３冊、３８年では１冊、３９年で５冊、４０年で５冊、４１年で５冊、４２年で４

冊、４３年で６冊、４４年で５冊、４５年で４冊、４６年で２冊、４７年で５冊、４８年で４冊、４９年で５

冊、５０年で４冊と徐々に変化しているのがわかる。 

武井が生涯に制作した刊本作品は全てで１３９冊である。物語自体もユーモアのある独特なも

のであるが、それ以前に一冊一冊技法を変え、最新の技術や独自の技法を活用するなど、特に

こだわりを持って制作していたことがわかる。武井の創作活動において刊本作品の制作は生涯

のライフワークであり、芸術活動の枠に収まらない活動であった。このような点から、童画家、版

画家としての他に、刊本作家としての一面がよく知られる事となった。 

斎藤正一『百三十九冊の不思議な本 武井武雄の刊本作品』の中では、以下の武井の言葉が

紹介されている。22 

 

（略）  

美術の中に本という形態で表現するジャンルがない。それを確立するためだ。 

（中略) 

本は読めば足りるという既成概念を一応こわして、見る本というものの現界を無限に

広げたいのだ。これが開拓だと心得ている。処女地の開拓には少年らしいファイトがわい

て若返り法にもなる。 

 

また、武井武雄『本とその周辺』（中央公論社、1975 年）では、以下のように述べている。23 

 

（略） 

版画というものは多数複製出来るという特性をもっているが、決してそれは目的では

ない。版でなくては出来ない絵画効果を追求する事の方が目的であって一枚出来ただけ

でもいい。それが複数出来る事の方はむしろ副作用なのである。本の場合がそれとよく

似ていて、本という美術作品を作る場合それは一冊でいいと考えたい。 

 

武井は前段では、本に対する世間の認識を変え、その分野の幅を広げたいという意気込みを

述べ、後段では版画家ならではの視点で美術作品としての本についての考え方を述べている。 
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これらから推測されることは、本という形態をとった様々な要素をあわせ持つ美術作品という

ものが武井にとっての理想的な刊本作品だったのではないかということである。また、積極的に

今までにない物を作っていこうとする武井の姿勢は芸術作品に留まらず数多くの創作活動を行

う上で随所に現れており、例えば児童文化が発展し始めた当時、同じように活動をしていた数人

の童画作家を集め率先して行った日本童画協会での運動や、細かい設計図を自作し、今までに

ない新しい玩具を作っていったイルフ・トイス運動など、多様な活動も武井の積極的な挑戦の姿

勢から来るものだと推測できる。これらに関しては第３章で詳しく検討したい。 

 

２．発行部数と流通 －刊本作品友の会－ 

武井の刊本作品は、一般的な販売はされず独自の仕組みを持っていた。「刊本作品友の会」

なるものが存在し、刊本作品はその会員のみに頒布されていたのである。これは、昭和２３

（1948）年７月２５日に疎開先から上京した武井を囲んで開かれた「武井武雄先生江戸表復帰

記念の会」（第一回東京友の会とされている）を端緒とし、それが「私刊本友の会」に発展、その

後「刊本友の会」として定着したものである。 

「刊本友の会」では会員のことを「親類」と呼び、武井だけではなく会員同士の交流も盛んに行

われていた。会報は「親類通信」、会員名簿は「親類帖」と呼ばれ、武井もそのような名称を気に

入って使っている。彼らの関係をよく表しているエピソードとして「北海道の人が九州に行き、親

類帖（住所氏名等）を頼りに見ず知らずの人の家に親類だと言って泊めてもらえた」という話が

あるが、親類というのにふさわしい会員同士の絆の強さ、親近感が感じられる。（この友の会は

武井の死後、刊本作品がもう作成されなくなっても、改組され「武井武雄・親類友の会」として新

たに発足、存続された。） 

ちなみに刊本作品制作の仕組みとしては、作品が完成した後に会員に頒布されるタイミングで

材料費などの実費分の支払いを求めるというものであったので、武井は一切の儲けを得ていな

い。また、会員が勝手に売った場合は除名になるシステムであったこともあり、結果として一般の

人が書店でも求めることが出来なかったという驚くべき特徴を持っている。つまり、入手出来る

ものは今でも大変希少で、現在筆者の手元にある刊本作品は《神々の旗》、《面倒無用党》の二

冊であるが、これらもまた古書店を数件跨いでようやく手に入ったものである。しかし、実際に手

に取り詳しく見てみると、本の材質が高価な和紙であること、表紙絵の輪郭部分に金が摺られて

いること、「武井武雄」のサインが直筆で書かれていること、定型でない本の大きさに合わせた箱

が制作されていることなどから、いかに一点一点がこだわりを持って丁寧に制作されていたかと

いうことがわかる。つまり、武井にとっての刊本作品とは、不特定多数の読者が「読む」ことを想

定したものではなく、鑑賞者が文字通り手に取り、その肌触りや手触り、光沢や量感を実感する

なかでカバーを開け、ページを開き、閉じて、再び眺めた後にしかるべき書棚に仕舞う…という

一連の行為を推測しながら、制作されたものなのであった。言わば、本の完成が作品の完成で

はなく、その後の気持ちの交流とも言えるものまでを目指したものであったようにも思える。実際

に会員からの提案でパピルス紙を一から作り制作した《ナイルの葦》までが存在しており、明らか

に一般的な読書用の本とは異なる特殊な美術作品群であったことが分かる。24 

ちなみに最初期の刊本作品（№１～3）は展覧会の景品で、初期の刊本作品（№4～10）はアオ

イ書房を経由して配布されていたが、友の会が発足する 2 年前の昭和 21 年《燈（№11）》から、

一定会員への版元直送の配本となる。「親類」とも呼ばれる会員は、当初は定員を 300 名と定

め一年毎に出来上がったものを配布するという形を取っており、多少機能はしていたが、人数が
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増えるにつれ定員の空きを待ち続ける「我慢会」というものが生まれ、定員を少しずつ増やして

も、最大時には、会員と我慢会会員を含めて７00 名近くになったという。 

例として刊本作品毎の部数を調べてみると、《悪魔の旗（№70）》500 部、《湖の人（№71）》

300 部、《KAGEYA（№72）》300 部、《鳩と奇術師（№73）》300 部、《笛を吹く城（№74）》

300 部、《けちな神様（№75）》300 部、《あるく JACK（№76）》と確かに頻度は多く感じる。実

際刊本作品 139 冊の内 101 冊が 300 部の作品である。なお、500～600 部の刊本作品は大

体 3～5 回に１回くらいの頻度で出ており、定期的に我慢会も楽しめる仕組みができている。ま

た、最初の 500 部である《悪魔の旗（№70）》以前は我慢会のメンバーもそこまでいなかったの

か 300 部を超えるものとしては 400～470 部となっている。第 3 節で、これらの内容について

も、筆者が実際に岡谷市のイルフ童画館で調査した結果を表にまとめたのでご参照願いたい。 

 

３．テーマ及び技法による刊本作品の分類 

３．１．テーマによる分類 

まず、武井の独創的な発想におけるいくつかの特徴が見られる。斎藤正一の『百三十九冊の

不思議な本 武井武雄の刊本作品』の中では以下のように記載されており、それらが武井の世

界観において土台になっているものだと考えられる。 

 

（略） 

ファンタジー、メルヘン、ロマンは刊本作品全体に色を変えにおいを変えて一貫して流

れている潮流である。 

（中略） 

武井の人となりの第二領域はエスプリ、ユーモア、ナンセンスである。これらの語句は

微妙なニュアンスのちがいを持つが、いまエスプリにはエスプリヌーボーという使い方か

ら、精神、気質、そして機知の意とし、ユーモアは語源の体液の意を重視のうえ、おかし

味、しゃれの意とし、ナンセンスは荒唐無稽な、非論理的な、馬鹿げたことの意として、一

応この三語をこのくらいの違いとしておく。25 

 

これらを武井武雄の刊本作品に共通する土台とした上で、刊本作品のテーマにおいていくつ

かの特徴から、分類を試みた。 

まず、表１（後掲４７～48 頁）は、実地調査に基づいて筆者が独自に作成したものであり、刊本

№、タイトル、テーマ・ストーリー、内容、部数、形式、技法（表現様式）、年代、登場人物の 9 つの

分類から構成されている。この研究で最も焦点を当てたのがテーマ・ストーリー、または技法（表

現様式）である。刊本作品においては全ての文面を把握し、それに合った概要を説明している。

また、技法は作品ごとに試みが異なるため、技法を元に分類した【表２】では多種多様なものにな

っている。 

 

・テーマ・ストーリーにおける 7 つの分類 

テーマ・ストーリーは大きく７種に分けられる。「ユーモア・エスプリ」「社会・反骨精神・アイロニ

ー」「人物・人生批評」「童話」「詩・抽象的」「武井自身の関係」「昔話や伝説」である。ただしそれ

ぞれの内容が分類上の要素しか持ち合わせていないというわけではなく、それぞれの刊本作品

にはこういった傾向が強いというように分けられる。これらの内容は『武井武雄 刊本作品の世
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界』（古河文学館、2004 年）に書かれている刊本作品の文章を元にまとめた。26なお、空白部分

は絵だけで文字が存在せず、特殊な分類にもあてはまらなかったものである。 

以降、分類ごとに実際の例をあげて検証する。 

 

① ユーモア・エスプリ 

 

これらは滑稽さや笑い、軽快さというポジティブなイメージが前提に存在し、言葉遊びや独特

の言い回しが特徴的となっている。初期の画文本形式はこのテーマに当てはまることが多い。 

 

●例 《善悪読本（№4）》（１９３８年） 

 

図２－１  

      
 

いざりぐるまに鳩車、二輪自転車三輪車とは、何と輪類じゃさて御座らぬか。礼儀正し

いシグナル様はお辞儀マニアか躾がよいか、逢って見たいよ育ての親に。廊下鴛鴦の

西洋草履、スリが苗字でリッパが名前、善いも悪いも薄紙ひとえ 

（出典：『武井武雄 刊本作品の世界』 44 頁） 

 

仰々しいタイトルだが、身近なものの善悪を屁理屈でこじつけていく言葉遊びのような内容に

なっており、普通では考えられないような組み合わせや独自の表現が散りばめられている。例え

ば、「礼儀正しいシグナル様はお辞儀マニアか躾がよいか」といった風変わりなイメージや、「スリ

が苗字でリッパが名前、善いも悪いも薄紙ひとえ」というスリッパを例えた文章がユニークで面

白さを醸し出している。文章全体が奇想天外であり、予測不能な展開がユーモアを引き立てて

いる。一見すると意味が分かりにくい言葉や表現が、読者に話しかけているような印象を与える

例もあり、「逢って見たいよ育ての親に。」という表現では、皮肉や冗談を交えた機知的な言い回

しになっている。 

もう一つの特徴として、独特で強烈なリズム感を持っており、短い言葉やフレーズが繰り返さ

れる。「いざりぐるまに鳩車」や「廊下鴛鴦の西洋草履」など、響きやリズムを重視した言葉遊びが

施されており、頭に残りやすい響きとなっている。これらの特徴は武井の文章内ではよく見られ

るが、武井の憧れであった北原白秋の影響もあるのではないかと考えられる。この作品以前は

「動物の展覧会」、「雛屏風の展覧会」、「絵馬の展覧会」、それぞれの展覧会の景物としての性格

が強く、芸術作品としての側面は持っていなかったが、刊本作品の文章が詩的に思われる。 
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●例 《畑の豆本（№6）》（１９４０年） 

 

図２－２  

        
 

ポーランドに生れたる一女性その夫と共にラジウムの発見を大成なして同族のために

万丈の気を吐く。これ胡瓜夫人その人なり。 

（出典：『武井武雄 刊本作品の世界』 4５頁） 

 

野菜を擬人化して挿絵で表現し、歴史上の偉人について語る文章を対比させることによって

構成されている。胡瓜がキュリー夫人に対比されたり、茄子が那須与一と関連付けられたりする

など、単純な駄洒落やユーモアが随所に散りばめられている。これらの例のように、日常の素材

や誰もが知っているような題材をユーモラスな要素と組み合わせて笑いに変えるという特徴が

ある。野菜の擬人化と歴史上の偉人の関連付けの中に、知識を持つ読者に向けた深いエスプリ

性を秘めており、知的な楽しみを感じられる独自の面白さがある。また、このジャンルはその幅広

さから、様々なスタイルの作品を包含するため、物語の内容は多岐にわたる。刊本作品の主な読

者は明確に大人であり、歴史的背景や文化的な知識を持っている。そのため、子どもを対象とし

たシンプルな表現とは別の少し難しい内容を試みたのではないかと推測できる。 

 

② 社会・反骨精神・アイロニー 

 

このテーマは、広義に解釈すると「ユーモア・エスプリ」と同系統の分類になるが、前提となるイ

メージが社会風刺・皮肉といったネガティブなイメージからなるものであり、より社会的問題を組

み込んだ分類となっている。《燈（№11）》、《現代の神々（№90）》、《赫夜姫後日譚（№134）》の三

つを例に挙げる。 

 

●例 《燈（№11）》（１９４５年） 

 

図２－3 

           



35 

 

むかしむかしのその昔、昔噺はどこにいた。ほっかり明るい行燈の障子の中に住んでい

た。切子燈籠に灯がはいる、なにかお伽の盂蘭盆会、遠い昔の親たちが真菰の匂いに乗

ってくる。（中略）電灯の下には何がいた。砂糖は匙に腰かけて、ケーキは花を胸に付け林

檎は皿に坐ってた。（出典：『武井武雄 刊本作品の世界』 ５２頁） 

 

切子燈籠から提灯、灯台、点灯夫、電灯、ネオンと時代の移り変わりと共に変化していく灯りを

中心とした内容であり、社会の変化を表す物語の構成となっていた。「むかしむかしのその昔、昔

噺はどこにいた。ほっかり明るい行燈の障子の中に住んでいた。」といった叙述が、昔の雰囲気

を醸し出しつつも、行燈の中に住む昔話から現代社会に至るまでの変容を風刺しているように

感じられる。電灯やネオンなどの登場は、伝統的な燈りから現代的な光源への変化を象徴し、そ

れによって社会の変遷から来る懐かしさや哀愁を描写していると言える。この作品は時代の流れ

という社会の変化を題材にしたものであるため、この分類に包含されている。この作品は終戦の

翌年に作られたものであるため、時代の移り変わりというテーマに希望的な意味も含まれている

のではないかと考えられる。 

 

●例 《現代の神々（№90）》（１９７２年）   

 

図２－4 

 
 

地球上には今迄無かった言葉が発生した。PCB、BHC、カドミウム禍、水銀禍、排気ガ

ス、オキシダントと限りがない。開発という美名のもとに人間は滅びはじめた。 

（出典：『武井武雄 刊本作品の世界』 ９４頁） 

 

神々が増えすぎた人間の自滅を待つというコンセプトで始まるが、公害の影響で神々が次々

と倒れるというストーリーが展開されていく。公害と環境問題は武井の作品で幾度か取り上げら

れる題材であり、童画でもそのような例を見ることができる。例えば、《現代の神々（№90）》が制

作された２年前、１９７０年では図２－５の《驚くべき人間》という童画が制作されている。この絵の

場合、その中で片手にミサイルを持ち、頭上に工場が生えた異形の大男が戦争と公害をもたらし、

半身が獣に変わっている様子が描かれている。社会問題を作品に取り入れることは、武井の作

品において頻繁に行われたアプローチの一つだった。公害とウーマン・リブ運動は武井が活躍す

る年代の社会の動きであるため例のような他媒体でもテーマに組み込まれている。なお、神々等

の人外のモティーフは人間とは違う客観的な視点から物語を進める際、よく用いていられている。

他の例だと《造物主失踪（№61）》や《悪魔の旗（№70）》等は神々の視点で進む。公害が１９５０年

代から１９７０年代にかけて問題視されていた時期や、ウーマン・リブ運動が活発になった１９７０年

代にこういった作品は作られているため、個人的な関心事であると共に、昨今の話題を積極的に

取り入れる事をしていたのだと考えられる。 
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図２－5 《驚くべき人間》（１９７０年） 

      
 

 

●例 《赫夜姫後日譚（№134）》（１９８２年）  

 

  図２－６  

       
 

今の世の中一体非行の低年化について教師は家庭に、家庭は学校教育にその罪をなす

りつけ合っているが、実の責任はその双方にあるのだ。然し赫子（かぐや姫）は政治家で

はないので、これをどうするかは別として一応婦警になる事にした。 

（出典：『武井武雄 刊本作品の世界』 １２６－１２７頁） 

 

武井が亡くなる前年の１９８２年、８８歳の作品であり、かぐや姫が月から地上に戻って来ると、

光化学スモッグで空気が汚れていたり、かぐや姫が女性警官になってみたり、公害や女性の社

会進出といった当時の時代背景を取り入れた内容になっている。また、「今の世の中一体非行の

低年齢化については教師は家庭に、家庭は学校教育にその罪をなすりつけ合っている」といった

社会的な話題を「かぐや姫」という異邦人から見た現代の象徴として描き、話を展開している。 
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③人物・人生批評 

中心となる人物がおり、その行動を軸として話が進んでいく。時間もその人物を中心に流れて

いくもので、社会的な要素が入る事はあるが、人生に付属する物として書かれているのが特徴

的である。例として《七重と八重（№43）》、《宇宙裁縫師（№48）》、《靉蘭の鯉（№116）》を挙げる。 

 

●例 《七重と八重（№43）》（１９６０年）  

 

 図２－７ 

      
 

七重は念願叶って宮中に仕えた。命婦、掌侍、展侍と進んでもまだその上に皇后があ

った。心中面白くない事ばかりだった。そこはむしろ気位の低く、折り目の正しい人の勤

める処だった。八重は貧しい漁夫の妻になったけれど、健康と勤労と愛情との中で満足し

た。伏し目がちの彼女は足許ばかり見て歩るいているうちに妙に小石に興味を惹かれる

ようになってきた。（出典：『武井武雄 刊本作品の世界』 ７１頁） 

 

七重と八重という二人の姉妹を中心とし、それぞれの性格や人生を対照的かつ、どういう人物

なのか他の分類よりも複雑に描写している。七重は念願の宮中で仕える生活を叶えたが、皇后

の下での立場に満足できず、適性も無いため、居心地の悪さを感じている。それに対し、八重は

貧しい漁夫の妻になったが、健康と勤労と愛情との中で満足し、石を見つけることに興味を見出

している。この対比は、社会的な欲求を満たそうとして報われない現実と、具体的な欲求を求め

ず独自の価値を見つけた幸福の比較であり、社会や上昇志向に対する皮肉を含むテーマとなっ

ている。人物同士の対比は《モスクワの月夜（№78）》や《Rom と Ram（№97）》でも行われてお

り、刊本作品において武井が頻繁に使う表現である。 

 

●例 《宇宙裁縫師（№48）》（１９６１年）  

 

  図２―８ 
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裁縫師が浜辺を歩いていると、なにか薄光りのする小さな男が一寸会釈して、わしは星

だがな、もう天体も模様替えしてもいい頃だから、お前一つ並べ方を変えてくれないか。

というのでその晩から根気よくいろんな形に夜空へ星を縫いつけて廻った。この男は宇

宙裁縫師だった。（出典：『武井武雄 刊本作品の世界』 ７４頁） 

 

宇宙裁縫師と呼ばれる不思議な裁縫師の男が登場し、彼が星を模様替えして夜空に縫いつ

けるという仕事を請け負う。そして月や火星に行く空路の清掃等、いつもは目に見えない仕事を

やっているという内容になっている。非現実的ながらも創造的な「宇宙裁縫師」の存在は、現実

の法則や常識にとらわれない奇抜な物語になっている。このように架空の不思議な技術、職業を

持つ人間が登場する話は多く、童画で培った想像力を発揮している。奇抜な発想と共に世俗ら

しい「模様替え」という仕事も、非現実的な世界にアクセントを加え、親しみの感じられる要素と

なっている。この物語は、目に見えない宇宙の秩序や環境を維持する役割を果たしていた宇宙

裁縫師が、ある日空に空いた穴を直しに行って帰って来ないことで最近空気が穢れているのだ

というラストで終わっている。この「穢れた空気」とは、単純に公害の問題もあるが車の排気ガス

などを示唆するものであると考えられ、現代社会に対する皮肉かつ象徴的なものとして武井は

描写している。社会的な要素は入るが、中心となる人間が変わらず、一人の人物の話として書か

れているので、人物の分類に入る。目に見えない仕事をしている人物がいなくなればその分、目

に見えない何かが変わってしまうという寓話的な側面を持っている作品である。このような不思

議な職業や技術は《新しい地球（№58）》や《KAGEYA（№72）》などでも登場しており、人物批

評における特徴の一つである。 

 

●例 《靉蘭の鯉（№116）》（１９７８年）  

 

  図２－９ 

       
 

靉蘭は優しい少女だが誰も及ばない宝物を持っていた。それは一尾の錦鯉で福童と名

付けてそれはそれは慈み育てたものだ。その深い愛情が通じたものか福童はいつしか人

語を解するようになった。そればかりではない、鯉の言葉が靉蘭に通じるようにもなった。 

（出典：『武井武雄 刊本作品の世界』 １１３頁） 

 

＜靉蘭の鯉（№116）＞は靉蘭という少女と鯉を中心に話が進み、鯉が男に変身して、最終的

に皇帝皇妃になるといった終わり方になっている。こういった人間以外と人間の恋愛譚のような

結末は、シンデレラストーリーのような王道のファンタジー性を感じさせる。しかし錦鯉と少女とい

う題材は珍しく、「福童はいつしか人語を解するようになった。」という展開から錦鯉の成長という

もう一つのテーマ性も感じられる。そのため、初見では予測しづらい意外性のある展開にもなっ

ている。このように異なる存在との恋愛話を中心にした話は《牡丹妖記（№15）》、《天竺の花（№

23）》、《湖の人（№71）》などでも見られ、「人物・人生批評」の中の一つのパターンとして組み込

まれている。 
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③ 童話 

この分類は主に諷刺やしゃれといった遊びが入る余地がないシンプルな物語として構成され

ており、武井の独創的な世界観が発揮されている。これには《もりどんの話（№19）》、《いそなげ

き（№136）》等が該当する。 

 

●例 《もりどんの話（№19）》（１９５１年）  

 

  図２－１０ 

        
 

「雪がとけるとな、そうれ天井からぽちんぽちと落ちなさる、あれがもりどんさ」おばあさん

はいいました。近くの山から仔馬をねらっておりて来た狼が雨戸の外でこれを聞いてびっ

くりしたのなんの、おいらや虎より一枚上のものがこの家には居るらしい……急に怖気が

ついて肝甚の馬小屋の前も素通り、一目散に逃げ出しました。 

（出典：『武井武雄 刊本作品の世界』 ５８頁） 

 

《もりどんの話（№19）》では、もりどん（雨漏りの意）という架空の生き物の話を聞いた狼が慌

てふためき逃げていき、そこに飛び乗った猿が、狼の背の上と気付いてとびおりる。その後猟師

に追われ、尻尾を引っこ抜かれる。それが日本の猿の尻尾が無い理由だという話になっている。

童話らしいわかりやすい構成であり、空想上の生き物である「もりどん」に、狼がおばあさんの言

葉を真に受けて驚くといった、ユーモアの要素も含まれたストーリーになっている。この作品では

おばあさん、狼、猿、猟師という順番でそれぞれ視点が変わる構成になっており、場面の切り変

わりがわかりやすくなっている。 

 

●例 《いそなげき（№136）》（１９８２年） 

 

  図２－１１ 

      
 

春が来て海もひねもす静かなある日海底で今迄見た事のない美しい海女に出逢った。こ

の村ではかつて一度も逢った事も見た事もない顔である。（中略）小磯は試みに旋回して

美人の後ろへ廻ってみて、肝をつぶす程驚いた。この美人下半身はなんと魚だったので

ある。 （出典：『武井武雄 刊本作品の世界』 １２８頁） 
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《いそなげき（№136）》では人魚に出会った海女が人魚に惹きつけられいつしか帰って来なか

ったという話の内容である。これらの内容はいずれも、動物の特徴の起源に関するもの、人魚伝

説になぞらえたものという一般的な童話と類似する特徴を持っている。言葉遊び等が話の中に

入っているわけでもなく、社会風刺の話というわけでもない、そして人間を中心にしている話と

言うより軸は無く全体的な印象を感じる。武井の刊本作品にしては珍しいタイプの内容になって

いる。 

 

⑤詩・抽象的 

具体的な例として《木魂の伝記（№31）》、《極秘亭探訪（№32）》、《六つの窓（№69）》等があ

げられる。 

 

●例 《木魂の伝記（№31）》（１９５７年） 

 

  図２－１２ 

        
 

木魂の生れたのは数十憶年も前ではっきりしていない、音だけがあって声のない時代だ

ったから、至極単純な、雷鳴だとか、爆発噴火などの真似を片言でしながらその幼時を送

った。（出典：『武井武雄 刊本作品の世界』 ６４頁） 

 

《木魂の伝記（№31）》では、大昔に生まれた木魂という不定形の存在が、時間の経過と共に

色々な生き物を見ながら最終的に樹木の中に宿る事となるというストーリーである。話の流れか

ら物語の連続性は感じられるが、軸となるモティーフが木魂という形を持たないものになってい

るため、抽象的かつ詩的な文章になっている。木魂は時間を超えて存在する自然の音であり、現

象である。本来は生き物でないものを擬人化表現によって、大きな時間の流れを木魂の生い立

ちとして描写していく構成になっている。大昔の木魂は雷鳴や爆発噴火などの音の中に溶け込

んでおり、この印象的な背景が、物語の想像を容易にする要素になっている。武井の刊本作品に

おいて、形のないものを擬人化する試みは何度か行われるが、自然の存在は不定形のまま人型

になる事は少なく、この《木魂の伝記（№31）》でもあくまで意思を持つ形のないものとして扱わ

れる。 

 

●例 《極秘亭探訪（№32）》（1958 年） 

 

  図２－１３ 
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極秘亭の入口は二つある。A というのへはいってみると、アダムの複数がうようよ。これは

いけないと E へはいる、イヴのすべてである。ω＋ｗという部屋を覗くと気味の悪い

S,boy がひしとばかりに抱き合っていた。（出典：『武井武雄 刊本作品の世界』 ６４頁） 

 

男が不思議な屋敷の中に入っていくという内容だが、荒唐無稽で幻想的な単語を用いる詩文

らしい文章で、独自の世界観そのものに重点が置かれている。荒唐無稽な表現、また幻想的な

単語の使用が目立つ。例として、「アダムの複数がうようよ」といった表現や、「イヴのすべてであ

る」といった言葉がある。読者からすれば不思議で奇妙に感じられるが、対比されていることでど

こか印象に残るフレーズとなっている。また、「ω＋ｗ」のように記号やアルファベットを用いること

により、幻想的でありながらも謎めいた印象を与えている。「気味の悪い S,boy がひしとばかり

に抱き合っている」というフレーズからは「S,boy」という単語がわからないながらも、不気味な印

象を受ける。「詩・抽象的」の分類に入る刊本作品のいくつかは《神々の旗（№46）》や《人生切手

（№65）》等、独自の世界観で用いられる造語や変わったフレーズによる構成が為されている。 

 

 ●例 《六つの窓（№69）》（１９６７年） 

 

図２－１４  

 

 
 

見ることのいかにたのしく 

聞くことの醉いてかなしき 

匂いこそげにやいこいのその 

そして舌はわがいのちの門衛 

手をふれてこそ愛はきわまる 

心の窓これを第六感というなり（出典：『武井武雄 刊本作品の世界』 ８３頁） 

 

視覚、聴覚、嗅覚、味覚、触覚、第六感という人体の感覚がモティーフにされており、短い詩文

のみで構成されている。 

 

⑥武井自身の関係 

具体的な例として《童語帳（№5）》、《KOKESHI（№12）》、《ラムラム王（№55）》等があげられ

る。《《KOKESHI（№12）》では、蒐集家でもあった武井が集めたこけしの特徴を全て刊本作品

内にまとめたもので、個々の制作に武井の私生活、個人的な目的が関わったものになっている。 
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●例 《童語帳（№5）》（１９３９年） 

 

図２－１５  

    
       

あーひろひろ 

  鶯どりのなき声なり、成人のつきあいにてはホーホケキョと申さねば堪忍相ならぬとこ

ろなれど、わらべの耳は調法なり。（出典：『武井武雄 刊本作品の世界』 ４４頁） 

 

この童語帳は、相次いで亡くなった武井の息子たちの言葉を記したもので、息子たちの供

養のために作られたものである。武井が、生前息子たちが発した童語を思い出し、絵を添え

て、彼らの言葉を残そうとすると共に、一心不乱に自ら板を刻むことで集中し、自身の悲しみ

を忘れようとしたのかもしれない。武井の経験が刊本作品の題材となっている一例である。 

 

●例 《ラムラム王（№55）》 （１９６４年） 

 

図２－１６   

       
 

赤ん坊は男の子、お父さんは早速名前をつけました。その名前というのがフンヌエス

ト・ガーマネスト・エコエコ・ズンダラー・ラムラム王というのです。長生きをするようにと

いうのでこんな途方もない長い名前を付けたのだそうです。王と言っても決して王様

なのではありません。王は名前の中に入っているので、やっぱり貧乏人の赤ん坊に過

ぎませんでした。（出典：『武井武雄 刊本作品の世界』 ７７頁） 
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  武井武雄はラムラム王の生まれ変わりである。そのことは、１９２６年に発表された武井の創作

童話『ラムラム王』に、ラムラム王が武井の誕生日に生まれ変わると遺書を残したことからも明ら

かである。また、武井が自らの作品に、「Ｒ．Ｒ．Ｒ．」とサインしていたことも、その証拠である。 

 しかし、幼い子供たちを亡くした後に、武井は「Ｒ．Ｒ．Ｒ．」とサインすることをやめてしまうが、こ

れは友の会会員の要望により、刊本作品として新たに作成したものである。 

 

⑦昔話や伝説 

具体的な例として《のえる之書（№16）》、《どん・きほうて（№99）》等があげられる。《のえる之

書（№16）》は、聖書の一節をそのまま使用したもの、《どん・きほうて（№99）》では物語をそのま

ま使っている。このように多少の差はあれ独自色が薄い作品であり、数も少ない。 

 

●例 《のえる之書（№16）》（１９４９年）  

 

図２－１７  

       
 

    NANJI KAMINOKOWO UMAN 

あやしき星いづ 

なんじ おきて EGYPT とよぶくにへのがれよ 

（出典：『武井武雄 刊本作品の世界』 ５６頁） 

 

これは、イエスキリストについて、その一生を示したものである。生まれて、神を説き、多くの人

に奇跡を起こし、そして最後の晩餐の後に、天に召される様子が、たんたんと描写されている。 

これは、若い頃に野辺地天馬と出会い、そこで得た知識を反映しているものと考えられる。 

 

●例 《どん・きほうて（№99）》（１９７４年）  

 

図２－１８ 
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えすぱにやの国らまんちゃの里に「きはーな」と申す初老の旦那衆がおじゃった。「騎士

道物語」「騎士列伝」の書に耽り、寝食も忘るる程に溺れこんで、これなくて何の生き甲斐

ぞとばかり他を考える余裕とてはおりなかった。 

（出典：『武井武雄 刊本作品の世界』 １０２頁） 

 

ドン・キホーテ物語を、「おじゃる言葉」を使う等言葉遣いなどにも工夫し、その騎士の旅を大

変簡潔に、もともとのエッセンスを失うことなく、ユーモラスに短くも楽しい物語に再編している。

武井が絵を描くだけでなく、長い物語をその面白みを失わせることなく、再現する手腕の持ち主

であることを、示す作品である。 

  

・登場人物・モティーフ 

モティーフの分類として、「動物・鳥」「もの」「人間」「自然（擬人化）」「既存の伝承等の人物」

「鬼・妖怪」「神」「空想・神秘・感覚」の９つで分けている。テーマ・ストーリーの分類における「詩・

抽象的」の中でよく見られる形を持たないイメージの多くは、自然（擬人化）、空想・神秘・感覚に

分類されている。また、刊本作品の内容における「人間」「鬼・妖怪」「神」の三つに大した違いはな

いが、立ち位置や役割がそれぞれ違っているように感じられた。日常や社会の中に位置づけら

れる人間に対し、非日常や人間とは別のルールの下に行動するのが「鬼・妖怪」で、社会や環境

を管理する上位の存在として位置付けられているのが「神」とみる事ができる。特に神のモティー

フは環境問題や社会問題に関わるテーマ・ストーリーの時に多く見られた。「既存の伝承等の人

物」は特徴をとらえた個性的なキャラクターとして出している。 

当初筆者は、挿絵・童画などで武井がよく描いていた動物や物の擬人化といったモティーフが

多いと考えていたが、分析してみると「人物・人生批評」「社会・反骨精神・アイロニー」に関するテ

ーマ・ストーリーが多く、人間社会に関するものが多かった。その事からも、作風は他のフィール

ドと同様であるが、総じて刊本作品は、大人を対象としていたことがわかる。 

 

・時代背景と刊本作品 

刊本作品第一作の《十二支絵本》が作られたのは、１９３５年である。当時は左翼的思想に対す

る思想弾圧が行われ、１９３２年に起こったプロレタリア文化連盟の一斉検挙などが起こり、芸術

と社会の間に距離が開きつつあった。芸術は固有の芸術観の追求を目的とし、社会的な問題意

識を作品内に持ち込む事には慎重になっていた。武井はこの傾向が強く、社会的な問題を内容

に組み込むようになるのは、戦後しばらくして社会が安定してきてからである。また、プロレタリア

文化連盟の検挙で、武井と共に日本童画家協会のメンバーであった村山知義も検挙されている。

このような身近な人物の検挙で、武井もより慎重になっていた可能性はある。元々武井の作家と

してのスタンスは職人的であり、多少皮肉気味の題材として扱う事はあるが、政治に対して作品

を通して強い抵抗活動を行うという左翼的な傾向はあまり見られない。武井の政治との距離感

は庶民的とも言える。画壇のような芸術団体ではなく、童画という出版物を中心とした創作とい

う環境の違いから、当時の芸術界とも離れた位置にいる存在であった。 

《十二支絵本》が作られた１９３５年では、武井はキンダーブック、子供之友、コドモノクニで挿

絵を描きつつ、第一回の日本童画家協会での活動も行っており、既に童画家としての地位は確

立していた。また、後に「榛の会」と呼ばれるようになる「版交の会」をこの年に始める。そんな中で、

多忙を極めながら制作された《十二支絵本》は、「動物の展覧会」の景品という事もあるが、必要

以上に手間がかからない動物と言葉遊びという武井の得意な内容が選ばれている。新たな試み

のスタートとしては、武井らしい内容とも言えるだろう。その後作られた《雛祭絵本》や《諸国絵馬

集》も二・二六事件（１９３６）、盧溝橋事件（１９３７）等の事件と年が重なるが、その二作品でも社

会的な風刺が含まれることはなく、それぞれ自分が作って所持していた雛人形を題材に川柳を

添えたもの、空想上の絵馬の画集といった平穏な内容になっている。内容の変化が本格的に見

られるのは《善悪読本》からで、それ以前の図鑑、画集的な性格から離れた詩文的表現になって

いる。その内容にある、旗に鉛筆、消しゴム、鋏や自転車、スリッパ等の身近な題材から当時の武

井の生活感が感じられる内容になっている。特に自転車は、昭和五年に河村目呂二が主催した
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自転車の遠乗会を武井がジャズ・マニアと名付ける等と縁のあるモティーフである。この同時期

に「地上の祭」を制作するなど活動も活発になっていた時期であったが、同年、母、二男、翌年三

男を亡くし、１９３９年に《童語帳》を制作する。武井は「あーひろひろ」や「ふてんどんふてんどん」

といった子供が口にする新鮮な擬音語を前々から書き溜めておいたらしく、それらを供養として

刊本作品の内容としている。翌年、心機一転して住居を改築するなど、様々な過去の痕跡を消そ

うとしていた時期に制作したのが《畑の豆本》である。この作風は第一作の《十二支絵本》に近く、

「名前」「洋名」「原産地」を書いた後に文章が来るという図鑑風の表現であり、第一作と似た形式

にしたのは心機一転の意図があるのではないかと感じた。胡瓜とキュリー夫人をもじって言葉遊

びにしている内容があるが、キュリー夫人が生きていた時期は１８６７年から１９３４年、当時の人

の認識では最近亡くなっている人物であったため、題材にしやすかったのではないかと推測でき

る。武井は、《畑の豆本》のスクラッチ版をはじめとして特殊な表現様式を始めている。正確には

《童語帳》からであるが、木版画に関しては気を紛らわせるためのものであったため、純粋に技

法の工夫として始めるのはこの作品からである。そのため、この第６作は、一つの区切りとも考え

られる。 

１９４１年１２月８日、太平洋戦争が勃発。第一次の日本童画家協会が解散し、コドモノクニはキ

ンダーブックと統合しミクニノコドモに名前を変えるなど、武井の身の回りにも戦争の影響が見ら

れるようになってくる。さらに翌年には武井自身空襲警報の見張り番になるなど、ちょっとした軍

務にもつくようになり、童画家としての活動を満足に出来なくなる時期が続く。この戦時下に制作

された作品は、技法から中心に作られた《十二時之書》を除き、世相に影響を受けた傾向が散見

される。《本朝昔話》《伊曽保の絵本》《風村三代記》《敵前の童子》が主に戦時下に作られたもの

である。《本朝昔話》の題材は孔版制作による性質上、絵だけでわかるものとして選ばれている

のだが、当時の童画の傾向からして「桃太郎」のような日本の象徴を連想させる昔話という物が

好まれ、武井自身その風潮に多少なりとも影響されている可能性はある。それに次作《伊曽保の

絵本》が問題である。「米英」という言葉が何度も使用され、皮肉を交えて揶揄する内容であり、

当時の武井の怒りの感情が感じられる。《伊曾保の絵本》後の戦時下の刊本作品《風村三代記》

《敵前の童子》であるが、前者は《本朝昔話》と同じように「武士」という日本人を象徴するモティ

ーフを扱っているため、戦時中の社会的な傾向の影響が見られる。 内容自体は生麦事件を起

こすのが初代、海外に渡るのが二代目、撃墜王となるのが三代目となっており、文中で「大東亜

聖戦」（刊本作品の世界５０頁）という言葉が使用されている。武井本人の趣味である刊本作品

の内容には、他者の意思の介在の余地がないため、当時の思想はそのまま刊本作品に反映され

ていると思われることから、戦時下の武井は右翼的な思想に傾いていたのではないかと推測で

きる。《敵前の童子》は戦火の中で育つ子供達を、短歌で描いたものであったらしいのだが、工

房ごと焼失し、表紙以外は無くなってしまっている。 

そして戦後すぐに日本童画会が結成され、疎開中であった武井もそのメンバーに入る。同年に

双燈社を起こし、文化運動を始める。同年の刊本作品名が、《燈》であることから、戦後を象徴す

る言葉として「燈」を選んだのだと思われる。その後、《僕の歌留多》や《お猫様》では、生活の様子

や学生時代をモデルに考えた内容を制作しているが、戦前のものと比べ、ストーリー性が強くな

ってきている。敗戦直後は、古本やはがきで作ったトランプや、空襲で焼失したこけしなど、私的

なモティーフを扱う傾向があり、戦争の間接的な影響が見られる。１９４８年から１９５３年の刊本

作品における一つの傾向としては聖書や他国の伝説、童話等の既存の作品を要約して、挿絵を

加えるような作風になっているため、この間は時代の影響がほぼ見られない。 

195４年頃からは、自衛隊の発足や、高度経済成長期のような社会の動きが見られ、また、武

井もキンダーブックの編集顧問を務めるようになるなど、戦後の転換期とも言える時期に入った。

また、武井が愛読していた週刊新潮の創刊が１９５６年であり、タブロー画を描き始めるのもこの

時期である。童画家としての勢いを取り戻し、それに比例するように刊本作品の制作のペースも

上がっていく。１９５４年以降の特徴はそこまで大きな変化が見られない。強いて区切る年度をあ

げるとすれば、初めて現代社会を題材にした１９５９年までとなる。この間の特徴では、《胡蝶散

策》《第五の世界》《誕生譜》《木魂の伝記》《極秘亭探訪》《雪の讃頌》《太陽と孔雀》《Sphere》の

ように、「詩・抽象的」に属する話が多いのである。１９６０年の《ストロ王》以降、「人物・人生批評」
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「社会・反骨精神・アイロニー」の作品が多くなり、逆に昔話や抽象表現が少なくなっている。１９６

２年の童画家協会の再会から、社会的な問題が題材に見られてくる。例としては《鬼の郷衛門》

《造物主失踪》《二十世紀の虎》等では、人間社会を他の視点で見る風刺表現が行われている。

この作品の内容傾向は、高度経済成長期における環境問題や当時の社会風潮、文化的な分野

への弾圧が、戦前より緩くなっていることが、影響していると考えられる。武井は１９６８年に生涯

はじめて海外であるロシアに訪問するが、その影響か、帰国後、《モスクワの月夜》のような作品

を制作している。１９７０年には大阪万博が開催される。この頃には岡本太郎をはじめとする前衛

抽象芸術家たちが受け入れられるようになってきており、洋画や日本画以外の芸術にも社会が

寛容になってきた時代でもある。この時期には、日本でのウーマン・リブ運動や、全共闘運動が起

こり、光化学スモッグが問題になった。１９７０年代初期の刊本作品である《世界革命》《女人禁

制》《現代の神々》ではそれぞれ、題材に組み込んでいた。全共闘運動以外は継続していく問題

なので、今後も刊本作品出何度か登場する。なお、晩年亡くなる前年の《赫夜姫後日譚》におい

ても、ウーマン・リブ運動と光化学スモッグ双方の話題があり、人間社会の象徴としてこの問題を

とらえていたと考えられる。これらが武井に影響を与えた具体的な例である。刊本作品は他の媒

体とは制作時のコンセプトが違い、テーマの自由性が高いが、その分、社会的な要素や私的要

因による影響が時折感じられる。直接的な影響を及ぼす事はそこまで多くないが、その時代ごと

の出来事は、武井特有のユーモアに間接的に影響を及ぼしているようにも感じる。 

以上が内容面から見た刊本作品の特徴と分類である。 
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【表１】刊本作品のテーマによる分類 

 
№ 形式 部数 年代 登場人物の分類

1 画文本 200 1935 動物・鳥

2 絵のみ 150 1936 もの

3 絵のみ 200 1937 動物・鳥

4 画文本 200 1938 もの

5 画文本 300 1939 人間

6 画文本 300 1940 擬人化(自然)

7 絵のみ 300 1941 既存の伝承等の人物

8 画文本 300 1942 もの

9 画文本 300 1943 動物・鳥

10 物語 300 1944 人間

11 画文本 300 1945 もの

12 絵のみ 300 1946 もの

13 画文本 300 1946 人間(トランプ)

14 物語 300 1947 人間

15 物語 300 1948 人間

16 物語 300 1949 既存の伝承等の人物

17 画文本 260 1950 人間

18 物語 260 1951 既存の伝承等の人物

19 物語 260 1951 動物・鳥

20 画文本 260 1952 動物・鳥

21 物語 260 1953 人間

22 詩 260 1953 空想・神秘・感覚

23 物語 300 1953 動物・鳥

24 絵のみ 300 1954 空想・神秘・感覚

25 物語 300 1955 人間

26 物語 300 1955 擬人化(自然)

27 物語 300 1955 人間

28 絵のみ 300 1956 動物・鳥

29 詩 300 1956 空想・神秘・感覚

30 詩 300 1957 既存の伝承等の人物

31 物語 300 1957 擬人化(自然)

32 物語 300 1958 (空想・神秘・感覚）

33 物語 300 1958 人間

34 物語 300 1958 人間

35 絵のみ 300 1958 空想・神秘・感覚

36 詩 300 1959 擬人化(自然)

37 物語 300 1959 既存の伝承等の人物

38 詩 300 1959 空想・神秘・感覚

39 絵のみ 300 1959 動物・鳥

40 物語 400 1959 鬼・妖怪

41 物語 300 1960 人間

42 物語 300 1960 人間

43 物語 300 1960 人間

44 物語 430 1960 人間

45 物語 300 1961 擬人化(自然)

46 詩 430 1961 神

47 物語 300 1961 人間

48 物語 300 1961 人間

49 物語 300 1961 人間

50 物語 430 1962 もの

51 物語 300 1963 人間

52 絵のみ 300 1963 動物・鳥

53 物語 300 1963 鬼・妖怪

54 物語 430 1963 動物・鳥

55 物語 460 1964 人間

56 和歌 300 1964 人間

57 物語 300 1964 鬼・妖怪

58 物語 300 1965 人間

59 物語 300 1966 鬼・妖怪

60 物語 470 1965 人間

61 物語 300 1965 神

62 詩 300 1966 空想・神秘・感覚

63 詩 470 1966 神

64 物語 300 1966 動物・鳥

65 詩 300 1966 人間

66 物語 300 1966 人間

67 詩 300 1966 擬人化(自然)

68 物語 300 1967 人間

69 詩 300 1967 空想・神秘・感覚

70 物語 500 1967 神悪魔の旗 社会・反骨精神・アイロニー 悪魔と神 Embossograph mosaic

逆立勘九郎 人物・人生批評 逆立ちして見る世界 自刻木版可憐判

六つの窓 詩・抽象的 人間の六つの感覚 Qper本

さもいや伝 人物・人生批評 鮭の化身と熊狩りの夫 印伝

風・水・火・星 詩・抽象的 自然と人間 Technamation

二十世紀の虎 社会・反骨精神・アイロニー 人間になった虎 自刻木版可憐判

人生切手 詩・抽象的 人生 彫刻凹版

侏儒の饗宴 詩・抽象的 第五の世界の宴 ローラックス詩書

祈祷の書 社会・反骨精神・アイロニー 多種多様な祈り Sベランの本

Leoの魔法 人物・人生批評 魔法を学んだ青年 Relief print

造物主失踪 社会・反骨精神・アイロニー 造物主による混乱騒動 自刻木版可憐判

新らしい地球 人物・人生批評 男の地球を作る試み Top stereo

人魚と嫦娥 人物・人生批評 人の子を産みたい人魚 高岡紙螺鈿

真珠の池 詩・抽象的 五七五七七 Polystyrenepaper edition

河童河太郎 ユーモア・エスプリ 瓜の絵に恋した河童 自刻木版可憐判

紫の眼鏡 社会・反骨精神・アイロニー 不思議な眼鏡 自刻木版可憐判

ラムラム王 武井自身の関係 変身できる子供 絵入り童話本

卵から卵 卵から生まれ卵へ 木綿型染

鬼の郷衛門 社会・反骨精神・アイロニー 人間になりたい鬼 Wonder View

独楽が来た 社会・反骨精神・アイロニー 止まらない巨大独楽 伝承木版

天国と地獄 詩・抽象的 催眠術師の男 自刻木版可憐判

宇宙裁縫師 人物・人生批評 見えない世界の職人 伝承西洋木版

HAREM 人物・人生批評 王と乞食と1人の男 アップリケ

神々の旗 詩・抽象的 見えない小さな旗 アルミ詩集

運の悪い男 人物・人生批評 詩が得意な男 木版乾拓

四十四番館 人物・人生批評 石好き老婆の館 絵入り物語本

林檎と人間 詩・抽象的 人間に化けた林檎 石膏版

Q子の奇跡 人物・人生批評 錬金術師の研究 ドライポイント電鋳

七重と八重 人物・人生批評 二人の姉妹の生涯 彫紙

おばけ退場 社会・反骨精神・アイロニー 現代のお化け達 カラーグラビア

ストロ王 人物・人生批評 旅に出る王様 Straw mosaic

Sphere 詩・抽象的 球体 特殊網写真版

かなりやABC 鳥と英単語 グランド孔版

太陽と孔雀 詩・抽象的 太陽と植物と子供 蝕彩金工

えでんの異変 ユーモア・エスプリ アダムとイブ コロタイプ

雪の讃頌 詩・抽象的 ふたりの恋人 Tandem print

近くの世界 ファンタジー 原色版

極秘亭探訪 詩・抽象的 不思議な建物 セロスライド

六之助行状 人物・人生批評 ある善人の生涯 鑢孔版

誕生譜 昔話や伝説 変な誕生をした者達 エッチング

木魂の伝記 詩・抽象的 木魂 寄せ木

霊長異聞 動物 Woven Lavel

第五の世界 詩・抽象的 見えない世界 ペンジュラム・グラビア

胡蝶散策 詩・抽象的 胡蝶の夢 三色凸版

姫の尺牘 人物・人生批評 一寸姫 友禅染

ARIA 音楽 層版紙拓

折鶴物語 人物・人生批評 中納言と鶴 瓦版

秒間の符 詩・抽象的 昨日と今日と明日 条版

天竺の花 人物・人生批評 インドの奇鼠の生涯 陶版

あいそぽすふあぶら 昔話や伝説 イソップ寓話 vari-type木版

菊妖記 人物・人生批評 菊の不思議な話 レリーフ拓摺

聖AGNES之書 昔話や伝説 聖アグネス 木口木版

もりどんの話 童話 雪の降る晩の話 自刻木版

のえる之書 昔話や伝説 救世主の誕生 糊染

乞食の本 ユーモア・エスプリ 乞食の村 自刻木版

お猫様 武井自身の関係 不思議な体験 活版・木版

牡丹妖記 人物・人生批評 牡丹の精との恋愛 木版水拓

KOKESHI 武井自身の関係 こけし 伝承木版

僕の歌留多 ユーモア・エスプリ トランプ 自刻木版

風村三代記 人物・人生批評 一族三代 伝承木版

燈 社会・反骨精神・アイロニー 灯台 自刻木版

十二時之書 詩・抽象的 時間 石版

伊曽保の絵本 社会・反骨精神・アイロニー 米英と童話 アップリケ原色版

畑の豆本 ユーモア・エスプリ 野菜 スクラッチ版

本朝昔話 昔話や伝説 昔話 合羽版

善悪読本 ユーモア・エスプリ 善悪 二色凸版

童語帳 武井自身の関係 子どもの発想 自刻木版

雛祭絵本 武井自身の関係 雛祭 凸版手彩

諸国絵馬集 絵馬 二色凸版

タイトル テーマ・ストーリー 内容 表現様式

十二支絵本 ユーモア・エスプリ 干支 一色凸版
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【表１】刊本作品のテーマによる分類 

71 物語 300 1967 人間

72 物語 300 1967 人間

73 物語 300 1967 人間

74 物語 300 1968 人間

75 物語 300 1968 神

76 物語 300 1968 人間

77 物語 500 1969 人間

78 物語 300 1969 人間

79 詩 500 1969 人間

80 物語 500 1969 人間

81 詩 500 1969 (空想・神秘・感覚）

82 物語 300 1970 動物・鳥

83 物語 300 1970 人間

84 物語 500 1970 動物・鳥・人間

85 物語 300 1971 人間

86 画文本 300 1971 人間

87 物語 300 1972 人間

88 物語 500 1972 人間

89 物語 300 1972 人間

90 物語 300 1972 神

91 物語 500 1973 人間

92 物語 300 1973 人間

93 物語 300 1973 動物・鳥

94 物語 500 1973 人間

95 物語 300 1973 神

96 物語 300 1974 人間

97 物語 300 1974 人間

98 物語 500 1974 人間

99 物語 300 1974 既存の伝承等の人物

100 物語 500 1975 動物・鳥

101 物語 300 1975 鬼・妖怪

102 物語 300 1975 動物・鳥

103 物語 500 1975 人間

104 物語 300 1975 鬼・妖怪

105 画文本 300 1976 もの

106 物語 300 1976 動物・鳥

107 物語 530 1976 人間

108 物語 300 1980 人間

109 物語 300 1976 人間

110 物語 300 1977 人間

111 物語 500 1977 もの

112 物語 300 1977 人間

113 物語 300 1977 神

114 物語 300 1977 動物・鳥

115 物語 300 1978 人間

116 物語 300 1978 人間

117 物語 560 1978 人間

118 物語 300 1979 人間

119 物語 300 1979 人間

120 物語 300 1979 人間

121 物語 300 1979 人間

122 物語 500 1979 神

123 物語 300 1979 人間

124 物語 300 1979 人間

125 物語 300 1979 人間

126 物語 300 1980 人間

127 物語 580 1980 人間

128 物語 300 1981 人間

129 物語 300 1980 人間

130 物語 300 1981 擬人化(自然)

131 物語 300 1981 神

132 物語 500 1981 人間

133 物語 300 1982 神

134 物語 600 1982 既存の伝承等の人物

135 物語 300 1982 もの

136 物語 300 1982 人間

137 画文本 300 1982 人間

いそなげき 童話 人魚を見た人の話 ALL STAMPING(銀)

ABC夜話 人物・人生批評 アルファベット順 自刻木版可憐判

赫夜姫後日譚 社会・反骨精神・アイロニー 現代の輝夜姫 三色凸版

釣鐘異聞 ユーモア・エスプリ お寺の不思議な釣鐘 彩雲紙・凸版

陶工栗衛門の妻 人物・人生批評 陶工の妻の話 自刻木版可憐判

風神と雷神 社会・反骨精神・アイロニー 風神と雷神の会話 蒲葉抄紙本

月から来た子 詩・抽象的 月の不思議な子供 凹式金線版

千手観音 ユーモア・エスプリ 千手観音になった男 笹画仙・墨絵オフセット

百済の仙人 人物・人生批評 仙人になりたい王族 凸版

裸女ネサイ 人物・人生批評 闘争終結までの奮闘 自刻木版可憐判

べら棒物語 ユーモア・エスプリ べら棒とはどんな棒 賦形熱版

加藤清正 人物・人生批評 同姓同名の戦時下 三色凸版

可平と猫 人物・人生批評 猫嫌いの男と猫 二色凸版

シンの魔法 人物・人生批評 コブラ使いと魔法 自刻木版可憐判

珍竹林之命 社会・反骨精神・アイロニー 変な名前の神様 二色凸版

番傘奇譚 人物・人生批評 不思議な傘 パフボード版

花竜と狸 人物・人生批評 芸妓とペットの狸 三色凸版

車夫萬五郎 人物・人生批評 車夫の不思議な体験 二色凸版

袖の下 人物・人生批評 母の教えを信じる男 自刻木版可憐判

エリアナ姫と蝶 人物・人生批評 蝶に没頭した姫 アルミナ磁器

靉蘭の鯉 人物・人生批評 貧乏な少女と錦鯉 金箔剪紙

ルイとカンナ ユーモア・エスプリ 研究者二人 パフボード版

紺次とお丹 ユーモア・エスプリ 狐と狸の恋愛話 Sealing Print

人生の門 社会・反骨精神・アイロニー 自由か統制か 凸版可憐判

鼠小僧下呂吉 社会・反骨精神・アイロニー 現代で鼠小僧をする 孔版・凸版

雷おさん 社会・反骨精神・アイロニー 雷からウーマンリブ 自刻木版可憐判

京之介と千草 人物・人生批評 武士と女中の恋愛 木版・凸版

提灯の詩 社会・反骨精神・アイロニー 提灯に話しかける男 ヴィベール造本

ナイルの葦 人物・人生批評 パピルスの語源の娘 パピルス造本

王様の馬車と乞食の馬車 人物・人生批評 王様と馬車の話 自刻木版可憐判

半介の神様 童話 半介と鶏の神様 凸版

アイウエ王物語 ユーモア・エスプリ あかさたな順 凸版オフセット

天狗天八郎 ユーモア・エスプリ 人に恋した天狗の失恋 多色孔版

珍和名抄 ユーモア・エスプリ 変な日本語 自刻木版可憐判

狗猴考 ユーモア・エスプリ 猿と犬の混血獣 自刻木版可憐判

洗脳奉行 ユーモア・エスプリ 奉行の洗脳と活躍 四色凸版

雄鶏ルコック 社会・反骨精神・アイロニー 鶏の英雄ルコック エンボス

小さな雪女 童話 小さい雪女を拾う Snow view

金色の森 社会・反骨精神・アイロニー 自然破壊の罰 金線印刷

どん・きほうて 昔話や伝説 ドン・キホーテ Coupage凸版

双青の夢 人物・人生批評 飴売りの有為転変の夢 自刻木版可憐判

RomとRam ユーモア・エスプリ 女性と男性の対比 皮革印刷

高杉晋作 人物・人生批評 捨子飼育と閻魔大王 多色オフセット

造物主御帰還 社会・反骨精神・アイロニー 造物主人類改造計画 自刻木版可憐判

小萩抄 人物・人生批評 小萩の数奇な生涯 凸版折本二冊帙入り

おかしな象の話 ユーモア・エスプリ 蔵の牙の音楽とピアノ 素描凸版

現代の神々 社会・反骨精神・アイロニー 公害で死ぬ神々達 伝承木版

虹を作る男 社会・反骨精神・アイロニー 本を作り人の心に虹を 自刻木版可憐判

瓢箪作家 社会・反骨精神・アイロニー 瓢箪作家の善行 Coupageの凸版

面倒無用党 社会・反骨精神・アイロニー 何もしない方が面倒 レリーフ写真版

天とは何か 昔話や伝説 天とは何かを考えた男 凸版

呂宋お菊 人物・人生批評 菊姫から乙姫に 拓摺

平和白書 社会・反骨精神・アイロニー 平和とは何か Thermo Printex

女人禁制 社会・反骨精神・アイロニー 女人禁制の高札 自刻木版可憐判

花園の気流 ユーモア・エスプリ 黒い小鳥の変身 植毛印刷

世界革命 社会・反骨精神・アイロニー 革命と理想郷建設 自刻木版可憐判

迅四郎の窓 人物・人生批評 窓の外の世界を見直す APRステンドグラス

世界は渦巻 社会・反骨精神・アイロニー 様々な渦巻き 凸版

モスクワの月夜 人物・人生批評 小男と大女の夫婦 自刻木版可憐判

π子の船出 詩・抽象的 女性の解放と自由獲得 Transart

あるくJACK ユーモア・エスプリ トランプのJACK 現代ガラス絵

眼球異聞 社会・反骨精神・アイロニー 見えない心理 Rainbow print

笛を吹く城 人物・人生批評 人間の善意が生む音 Sベランのゴブラン織

けちな神様 社会・反骨精神・アイロニー 人間に潜り込む神様 自刻木版可憐判

KAGEYA 人物・人生批評 影を売る商売 文字木口木版

鳩と奇術師 ユーモア・エスプリ 奇術師の鳩 静電印刷

湖の人 人物・人生批評 白鳥の息子の猟師 Miracle tower
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３．２．技法による分類 

武井武雄の刊本作品において特に特徴的なものはその版画技法である。武井は制作過程を

表現様式と称し、139 冊ごとにそれぞれ違う技法を使用した。そのため刊本作品においては幅

広い作品が見られる。 

長期の制作活動における武井なりのノウハウと、彼の好奇心とチャレンジ精神、こだわりの強さ

と共に、制作工程に彼の几帳面な性格が反映され、その後の他媒体での制作活動にも影響を与

えている。 

表現様式と言われる製版の技法として、凸版(一色)、凸版(手彩)、凸版(二色)、自刻木版、ス

クラッチ版、合羽版、石版、アップリケ原色版、伝承木版、活版・木版、木版水拓、糊染、木口木版、

vari-type、レリーフ拓本、条版、陶版、層版紙拓、瓦版、友禅染、woven lavel、ペンデュラム・

グラビア、エッチング、寄せ木、セロスライド、鑢孔版、tandem print、原色版、蝕彩金工、コロタ

イプ、特殊網写真版、グランド孔版、カラーグラビア、strow mosaic、ドライポイント電鋳、彫紙、

絵入り物語本、石膏版、アルミ詩集、木版乾拓、伝承西洋木版、アップリケ等、これらは一部の例

であるが、多種多様な技法による制作が試みられていることがわかる。また、この例の中で半数

ほどの制作技法は武井の造語であるため、ほとんどが耳慣れない単語となっている。表現様式

全体においてよく使われる例外的な技法として凸版印刷と自刻木版画可憐判の二つが挙げられ

る。 

 

・刊本作品の技法の特徴 

武井の表現様式は大きく分類すると作家の手技的表現によるもの、機械的な製版によるもの、

工芸的表現を用いるもの、特殊な素材や技術によるものの５つに分けられる。それぞれを分析し

【表２】にまとめてみた。 
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【表２】刊本作品の技法による分類 
№ 手技的製版 機械的製版 工芸的表現 新素材 特殊印刷

№1 〇

№2 〇

№3 〇

№4 〇

№5 〇

№6 〇

№7 〇

№8 〇

№9 〇

№10 〇

№11 〇

№12 〇

№13 〇

№14 〇

№15 〇

№16 〇

№17 〇

№18 〇

№19 〇

№20 〇

№21 〇

№22 〇

№23 〇

№24 〇

№25 〇

№26 〇

№27 〇

№28 〇

№29 〇

№30 〇

№31 〇

№32 〇

№33 〇

№34 〇

№35 〇

№36 〇

№37 〇

№38 〇

№39 〇

№40 〇

№41 〇

№42 〇

№43 〇

№44 〇

№45 〇

№46 〇

№47 〇

№48 〇

№49 〇

№50 〇

№51 〇

№52 〇

№53 〇

№54 〇

№55 〇

№56 〇

№57 〇

№58 〇

№59 〇

№60 〇

№61 〇

№62 〇

№63 〇

№64 〇

№65 〇

№66 〇

№67 〇

№68 〇

№69 〇

№70 〇

逆立勘九郎

六つの窓

悪魔の旗

侏儒の饗宴

祈祷の書

二十世紀の虎

人生切手

さもいや伝

風・水・火・星

真珠の池

河童河太郎

新らしい地球

人魚と嫦娥

Leoの魔法

造物主失踪

独楽が来た

天国と地獄

卵から卵

鬼の郷衛門

紫の眼鏡

ラムラム王

四十四番館

林檎と人間

神々の旗

運の悪い男

宇宙裁縫師

HAREM

Sphere

かなりやABC

おばけ退場

ストロ王

Q子の奇跡

七重と八重

極秘亭探訪

六之助行状

雪の讃頌

近くの世界

太陽と孔雀

えでんの異変

胡蝶散策

姫の尺牘

霊長異聞

第五の世界

誕生譜

木魂の伝記

あいそぽすふあぶら

菊妖記

秒間の符

天竺の花

ARIA

折鶴物語

お猫様

牡丹妖記

のえる之書

乞食の本

聖AGNES之書

もりどんの話

十二時之書

伊曽保の絵本

風村三代記

燈

KOKESHI

僕の歌留多

表現様式タイトル

十二支絵本

雛祭絵本

諸国絵馬集

善悪読本

童語帳

畑の豆本

本朝昔話

Technamation

自刻木版可憐判

Qper本

Embossograph mosaic

自刻木版可憐判

ローラックス詩書

Sベランの本

自刻木版可憐判

彫刻凹版

印伝

絵入り童話本

Polystyrenepaper edition

自刻木版可憐判

Top stereo

高岡紙螺鈿

Relief print

アップリケ

伝承木版

自刻木版可憐判

木綿型染

Wonder View

自刻木版可憐判

彫紙

絵入り物語本

石膏版

アルミ詩集

木版乾拓

伝承西洋木版

コロタイプ

特殊網写真版

グランド孔版

カラーグラビア

Straw mosaic

ドライポイント電鋳

寄せ木

セロスライド

鑢孔版

Tandem print

原色版

蝕彩金工

瓦版

三色凸版

友禅染

Woven Lavel

ペンジュラム・グラビア

エッチング

自刻木版

vari-type木版

レリーフ拓摺

条版

陶版

層版紙拓

糊染

自刻木版

木口木版

合羽版

石版

アップリケ原色版

伝承木版

自刻木版

伝承木版

一色凸版

凸版手彩

二色凸版

二色凸版

自刻木版

スクラッチ版

自刻木版

活版・木版

木版水拓

 



51 

 

【表２】刊本作品の技法による分類 

№71 〇

№72 〇

№73 〇

№74 〇

№75 〇

№76 〇

№77 〇

№78 〇

№79 〇

№80 〇

№81 〇

№82 〇

№83 〇

№84 〇

№85 〇

№86 〇

№87 〇

№88 〇

№89 〇

№90 〇

№91 〇

№92 〇

№93 〇

№94 〇

№95 〇

№96 〇

№97 〇

№98 〇

№99 〇

№100 〇

№101 〇

№102 〇

№103 〇

№104 〇

№105 〇

№106 〇

№107 〇

№108 〇

№109 〇

№110 〇

№111 〇

№112 〇

№113 〇

№114 〇

№115 〇

№116 〇

№117 〇

№118 〇

№119 〇

№120 〇

№121 〇

№122 〇

№123 〇

№124 〇

№125 〇

№126 〇

№127 〇

№128 〇

№129 〇

№130 〇

№131 〇

№132 〇

№133 〇

№134 〇

№135 〇

№136 〇

№137 〇

№138 〇

№139 〇

赫夜姫後日譚

釣鐘異聞

いそなげき

ABC夜話

鳥遣いの乙女

天竺の鳥

百済の仙人

裸女ネサイ

月から来た子

千手観音

陶工栗衛門の妻

風神と雷神

珍竹林之命

番傘奇譚

可平と猫

シンの魔法

べら棒物語

加藤清正

靉蘭の鯉

ルイとカンナ

袖の下

エリアナ姫と蝶

花竜と狸

車夫萬五郎

京之介と千草

提灯の詩

鼠小僧下呂吉

雷おさん

紺次とお丹

人生の門

天狗天八郎

珍和名抄

半介の神様

アイウエ王物語

ナイルの葦

王様の馬車と乞食の馬車

金色の森

どん・きほうて

雄鶏ルコック

小さな雪女

狗猴考

洗脳奉行

小萩抄

おかしな象の話

高杉晋作

造物主御帰還

双青の夢

RomとRam

天とは何か

呂宋お菊

瓢箪作家

面倒無用党

現代の神々

虹を作る男

迅四郎の窓

世界は渦巻

花園の気流

世界革命

平和白書

女人禁制

笛を吹く城

けちな神様

あるくJACK

眼球異聞

モスクワの月夜

π子の船出

湖の人

KAGEYA

鳩と奇術師

印度手漉紙本・2色凸版

蒲葉抄紙本

三色凸版

彩雲紙・凸版

ALL STAMPING(銀)

自刻木版可憐判

レーザー光線カット

三色凸版

凸版

自刻木版可憐判

凹式金線版

笹画仙・墨絵オフセット

自刻木版可憐判

二色凸版

二色凸版

パフボード版

二色凸版

自刻木版可憐判

賦形熱版

凸版可憐判

金箔剪紙

パフボード版

自刻木版可憐判

アルミナ磁器

三色凸版

自刻木版可憐判

木版・凸版

ヴィベール造本

孔版・凸版

自刻木版可憐判

Sealing Print

四色凸版

多色孔版

自刻木版可憐判

凸版

凸版オフセット

パピルス造本

皮革印刷

金線印刷

Coupage凸版

エンボス

Snow view

自刻木版可憐判

自刻木版可憐判

凸版折本二冊帙入り

素描凸版

多色オフセット

自刻木版可憐判

自刻木版可憐判

自刻木版可憐判

凸版

拓摺

Coupageの凸版

レリーフ写真版

伝承木版

Transart

APRステンドグラス

凸版

植毛印刷

自刻木版可憐判

Thermo Printex

静電印刷

Sベランのゴブラン織

自刻木版可憐判

現代ガラス絵

Rainbow print

自刻木版可憐判

Miracle tower

文字木口木版
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以下に、武井自身が『武井武雄刊本作品 ひとりごと』、『本とその周辺』に記載したこと、『武井

武雄対談集』で武井秀夫との対談で語ったことなどを元に、それぞれの特性を説明する。 

 こちらの図の写真も、筆者がイルフ童画館で撮影させていただいたものである。 

 

手技的製版 

 

●例 《畑の豆本（№6）》（１９４０年） 

図２－１９ 

  

技法はスクラッチ版、本の仕様は和綴本、サイズは 14.3×11.2 ㎝、部数は 300、彫りは武井

武雄、摺りは大橋光吉である。 

スクラッチ版とは、共同印刷の研究室で版の研究をしていた加藤悌氏が考案した方法で、セ

ルロイドを素材とする製版法であり、その名前も彼が名付けたものである。彼は、透明なセルロイ

ド板の上に海老茶色の不透明な薬品を塗り、その膜を裏面から露光し刀で彫っていたが、武井

武雄の要望でエッチングのように描く技法を研究し、開発した。こうしてできた原版を直接金属

板に焼き付け、その後平版印刷を行った。 

印刷工程は平凡だが、この製版工程は非常に特殊なものであった。また、加藤氏が生み出し

たこの版は、他の多くの版と違いいくらでも刷ることができることから、大量生産の可能性を秘

めたものであった。しかし、加藤氏が亡くなったこと、戦時中にセルロイドが使えなくなったことか

ら、その後使用されることはなく、この作品が唯一のものとなった。そのため、他には武井しか知

らないその製法を、武井は『刊本作品ひとりごと』で詳しく伝え、装本、挿画などの用途で新時代

を築けたのではないかと、その製法と加藤氏の死を惜しんでいる。 

武井はこの頃、連続して家族の不幸に遭遇し、それまで使用していた「ＲＲＲ」のサインをやめ、

家も取り壊して改築する等、前を向くために過去と決別しようとするかのような行動をとり始めて

いたが、その傾向が、刊本作品制作にも反映されたのか、この『畑の豆本』の制作を契機に、以

後様々な奇抜な印刷方法を試していく。 
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●例 《あいそぽす・ふあぶら（№20）》（１９５２年） 

図２－２０ 

  

技法は Vari-type、本の仕様は細工表紙、サイズは 14.6×11.3 ㎝、部数は 260、彫りは武

井武雄、摺りは平井孝一である。 

Vari-type は、武井独自の印刷技法であり、彼によれば「版面は平らのままで摺る紙の背中

の方へ厚みをいろいろに加工した紙や糸を置いて、その圧力差を摺り出す版式」で、圧力差で色

の濃さに変化を出す仕組みになっている。この技法を武井は、自身の版画作品で取り入れてい

たが、特殊な摺りのため、自分以外の人に依頼して摺ってもらい、豆本を制作できるとは考えて

いなかった。しかし、摺り師の平井が武井の要望に応えて取り組み、この刊本作品が生まれた。

この技法は刊本作品のみならず版画作品で幾度となく使用されているが、協力してくれたのが

名工平井だったからこそ再現できた摺りの技法である。 

Vari-type という名前の由来は、武井が「圧力差」を表す言葉を知人らに尋ねていたところ、

志茂太郎に「Variable」という言葉をもらったことから、日本人にも発音しやすい「Vari-type」

と名付けたことによる。武井本人の著書『本とその周辺』（中央公論社、1975 年）にも、「Vari」と

は variation、variety、variable から来ていると書かれている。 

武井によれば、この版も、凹凸平孔の四大版式にはあてはまらない特殊なものである。 

技法は違うが、内容的にはこの刊本作品は、《伊曾保の絵本（№9）》に続く、イソップ童話の２

冊目である。 

 

●例 《ルイとカンナ（№117）》（１９７８年） 

図２－２１ 
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 技法はパフボード版、本の仕様はめおと函付、サイズは 14.5×13 ㎝、部数は 560、彫りは武

井武雄、摺りは荒木行雄、製本は矢嶋三朗、製函は鈴木三好である。 

パフボード版とは発泡ポリウレタンフォームを原料とする版を扱う技法である。この版には、

soft と hard の 2 種類があり、前者は板目木版、後者は木口木版の代用と宣伝された新版材で

あったが、武井はこの刊本作品では soft の方を採用している。 

武井はその特徴を、材料が均一なので木目に配慮する必要がないことを利点、材料が樹脂系

なので水をはじき墨も絵具もつかないことが欠点、ととらえている。そのため、インクは油性のも

のをルーラーに付けて刷らざるを得ず、木版の代用にはならないと述べている。 

しかし、武井はこの新版材に合わせて、彫の際にカーボン紙や鉛筆で下図をつけることはせず

毛筆かサインペンで直接左向きに版面を描くと共に、刀だけでなく鉄筆も併用するという工夫を

している。また印刷についても、版に故障がでることを恐れて、パフボードからの直刷りではなく、

清刷りを金属凸版に再製して印刷にあたった。この本の制作から納本までは、約５カ月かかった。 

武井は、この新素材を生かしきれなかったという不満から、翌年の《番傘奇譚（№123）》でもこ

の技法に取り組んでいる。 

 

機械的製版 

 

●例 《十二時之書（№8）》（１９４２年） 

図２－２２  

       

技法は石版、本の仕様は和綴本、サイズは 15×10.7 ㎝、部数は 300、摺りは小柴錦侍であ

る。当時数少ない石版を扱っている会社であった小柴印刷所の協力で実現した。諸般の事情で

自版が難しいため、原画を写真撮影し、石版に伏せて製版するという単純な方法をとっている。 

武井は、この作品について、技法は創作版画の石版には入らない工程だが、「地色をつぶして

これを紙の色と感じさせ、紙の色、即ち白抜線を宛かも白で印刷したかのように感じさせる表現

法がこの本の試み」と述べており、平凡に見える場合でも、常に何らかの工夫や研究を重ねてい

る創作姿勢がうかがわれる。 

題材も、徳川時代の和時計に限定し、自身所有の時計だけでは飽き足らず、上野の科学博物

館所蔵の時計などもスケッチに出かける等している。 

刊本作品ではないが、同様の方法で制作されたものに《地上の祭》（1938 年）がある。 
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●例 《月から来た子（№130）》(1981 年) 

図２－２３  

    

技法は凹式金線版、本の仕様はめおと函付、サイズは 14.2×12.5 ㎝、部数は 300、摺りは

荒木行雄、製本は矢嶋三朗、製函は鈴木三好である。 

武井は刊本作品について、まず表現様式（材料、版式、工作様式）を決め、その後、それにあっ

たストーリーを作るという順に制作を進めているが、例外的にこの本だけは、ストーリーを先に作

り、その後表現形式を決めたと述べている。具体的には、金色のインクを背面にし、黒ではなく紺

のインクを前面に刷り、凹版のため、凹の部分が金線のように見えるという技法を使用している。

金箔を使うよりも簡単で時間もかからないため、複数印刷するための工夫とも言える。これは、

《金色の森（№98）》と同じ印刷方法である。 

制作にかかった日数は、約５カ月であった。 

 

工芸的表現 

 

●例 《木魂の伝記（№31）》（１９５７年） 

図２－２４  

     

技法は寄せ木、本の仕様は帙付、サイズは 14.6×11.3 ㎝、部数は 300、職人は一ノ瀬鶴之

助である。 
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昭和９年に湯河原で購入した寄木細工を前に、武井は寄木で刊本作品を作ろうと思い立つが、

刊本作品といった趣味的な側面を理解し、協力してくれる職人を探すには、人脈をたどっていく

方が確実と伝手を頼って探し続けたところ、３年以上の歳月がかかった。紆余曲折を経て、神奈

川県の工芸指導所にいた名工一ノ瀬鶴之助を見つけたのは、友の会会員の佐藤隆司氏である。 

武井がこれほどの時間をかけてまで寄木で刊本作品を作ることにこだわったのは、寄木が素

晴らしい技術を要する日本の誇りともいうべき美術工芸品であるにも関わらず、正当な評価を

受けず、技術保存もされないという、衰亡の際に追い込まれていたため、せめて刊本作品にして

残そうという強い使命感を持っていたためである。 

寄木は、異なる色と種類の木材を組み合わせて美しい模様を作り出す伝統的な技法で、自然

な木の風合いを生かしながら、高度な職人技術を用いて様々な製品が作り出される。主要な工

程には、ーツから種板を作成し、それを非常に薄く削る「ズク貼り」や、種板を削り出して作品に

する「ムク作り」があり、この刊本作品では「ズク貼り」の技術を扱っている。 

一ノ瀬老は、この制作時（昭和３２年）に６７歳であったが、武井の要望に応えて八図８カ月で

工費３５万円で仕事を引き受け、獅子奮迅の働きをする。特に六図完成したところで、材料の調

達も兼ねて広島に行った折に持病の胃潰瘍が再発し、吐血し倒れ、病院に収容されるも、病院を

脱走して小田原の自宅に帰宅し、連日深夜２時、３時頃まで、家族の代作も許さず、命がけで制

作に没頭し、期限の２月２８日に完成させたエピソードには鬼気迫るものがある。 

 また、武井も、寄せ木の美しさを最大限表現できるように、帙を地味で簡素なものとする等工

夫している。完成した刊本作品を１冊贈られ手にした一ノ瀬老が、武井に返した言葉を武井は以

下のとおり『豆本ひとりごと』に書き残している。 

 

寄せ木の仕事も長く続けて来たが、この様な美しい本で表現された事は、始めてで、私

も私の仕事に対して誇りを持つことが出来たと共に後代の人々にも貴重な参考になる

もので長く家に伝えて宝としたい27 

 

筆者が箱根の寄木細工を調査に行った際に、本のしおりのようなものも販売されていたが、薄

く切ることができれば、紙との相性はいいと考えられる。 

 

●例 《ストロ王（№41）》（１９６０年） 

図２－２５ 
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技法は Straw mosaic、組版凸版、本の仕様は布装・めおと函付、サイズは 14.5×11.3 ㎝、

部数は 300 である。奥付には記載されていないが、職人は前田三郎、前野治郎、小関寅雄の三

名である。 

江戸時代から知られている麦藁細工は、寄木細工と同じく土産物に散見される日本の伝統工

芸である。武井は、寄木細工と同時に、麦藁細工を使った刊本作品制作についても念頭に置い

ていたが、寄木細工と比べて、土産物店の店頭の麦藁細工には質の良いものがなかったため、

具体的な行動にはつなげていなかった。しかし、寄木細工の刊本作品を完成させた後、やはり次

は麦藁細工だと考え、寄木と同様に職人から探し始めた。 

そして寄木の時と同様に、友の会会員の佐藤隆司氏が素晴らしい麦藁細工の箱を入手し、城

崎温泉で作られたものであることまでを突き止め、それを今村秀太郎氏が現地まで出向いて調

査してくれた結果、武井は製造元の業者みなとやと手紙交渉するまでこぎつけた。その後、みな

とや店主が上京の際に立ち寄るまで関係が進んだ。ここでもまた武井は、麦藁細工の職人達に、

本を作る目的や考え方について、まずは理解を深めてもらう必要が生じ、今まで伝承してきた城

崎の麦藁細工の技術を残したいという等、説明せねばならなかった。 

麦藁モザイクの技法は、箱の側面や底に使われる地貼り（無地のもの）、幾何学的なものや花

形や鳥などの模様（大柄のもの）、織物のような市松模様等の小すじ貼り（細かい細工のもの）の

３つに分かれる。材料である麦藁の性質から、色を付ける場合には染料を吸わせる、接着剤は米

粒を練った続飯（そくい）でつけるということになり、寄木のような深い色感は得られず、虫害にも

あいやすいという側面がある。 

この本の完成後の感想として、『刊本作品ひとりごと』で、武井は以下のように語っている。 

 

結局この本を一言にして評すると、重ね着をさせられた田舎の子供みたいにボサっとして

いる。本の美しさという目標からは所詮適性のない素材であったわけで、やっぱり刊本作

品というよりも 豆本の名にふさわしい部類だったもののようである。28 

 

新素材 

 

●例 《迅四郎の窓（№80）》（１９５８年） 

図２－２６ 
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技法は APR ステンドグラス、本の仕様はめおと函付、サイズは 17.3×14.6 ㎝、部数は 500

である。また、奥付には記載されていないが、製本は矢嶋三朗、製函は鈴木三好。 

APR ステンドグラスとは、旭化成が開発し特許をとった APR（Asahi Photo Resin）という

新版材の樹脂の版を版と考えずに、そのままステンドグラス風に用いたものである。 

西洋ではステンドグラスは基督教芸術と不可分だが、武井はこの作品ではその模倣ではなく、

日本の丁髷もののストーリーとして独自性を出すと同時に、ステンドグラスを見た時に西洋風の

感覚的効果を失わないようにと考え、迅四郎を表現した。 

この作品は、旭化成、凸版印刷、李青社の協力を得て、制作準備を進め始めたが、当時この

APR はまだ開発途上の素材であったため、途中で旭化成から取りやめの申し入れがあった。し

かし、相当準備が進んでいるため武井も引き下がれないでいたところ、凸版印刷の営業の方が

旭化成の担当者に刊本作品を見せるよう促し、見せたところ、感激して「こういうお仕事には何と

しても協力しなければならない。」といい、一件落着するというハプニングがあった。 

しかし、公式には旭化成から製品としてだすことができないという問題も生じたが、旭化成の

担当者の尽力で廃品回収業者（武井の一掬庵）に廃棄物（製品）を廃棄処分するという体で、２

回に分けて納品がなされた。また、版の写真撮影に関しても、凸版印刷の町田氏が苦心して協力

をするなど、それぞれ所属する会社を欺いたり、武井に全面協力する等して、刊本作品制作に多

大な貢献をした。 

その他、紙は、台紙はケント紙で、原色版の分は本文表紙共にミラコート紙（写真の印画紙に

近いもの）を使用した。様々なアクシデントを克服したこの本の制作期間（脱稿後完成まで）は、

約１４カ月。 

 

●例 《ナイルの葦（№108）》（１９８０年） 

図２－２７  

      

技法は Presse Papyrus、本の仕様はめおと函付、サイズは 14.5×11.４㎝、部数は 300 で

ある。 

世界最古の紙であるパピルスで、刊本作品を作るという目的のためだけに、この作品は制作

された。パピルスで本を作ったことも驚きだが、この本のパピルスは、エジプトではなく日本の飛

騨高山で栽培し、収穫したものを割いて並べ、木づちで叩いて一から制作するという途方もない

努力がはらわれている。１５×２５センチの大きさの紙を一日に３枚しか漉けないため、2000 枚
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作るために、4 年の月日が費やされた。 

このパピルスの制作者は、武井の中学の同級生の篠遠喜人が東大で教えた生徒の安土孝で

ある。『武井武雄対談集』では、高山の高冷地植物栽培所の所長だった安土孝が、道楽でパピル

スを作ってみたら結構できたために、「色紙を作ったらどうか」「いやいっそのこと色紙じゃなくて

これで本を作ったら」と言い出したと、そもそもの発案者は安土であったことが武井の口から明

らかにされている。 

また、この間の経緯については、『季刊 銀花』で取材され、「パピルスの栽培から製本まで」と

いう記事になっており、中には大きなパピルスを刈り取る安土孝の写真が掲載されている。 

武井は、この本については、パピルス紙の制作に大変な時間がかかることが判明したことから、

早い段階から、表紙と絵の部分をパピルス、それ以外をパピルス類似の和紙とすることを判断し

ている。 

2000 枚のパピルスが納められた後、約半年後、武井がいう「世界初で空前絶後の本」である

『ナイルの葦』が開頒された。ちなみにパピルスは本当は葦ではなく、カミガヤツリという植物であ

るが、武井がおさまりのよい葦とした。 

 

特殊印刷 

 

●例 《鳩と奇術師（№73）》（１９６７年） 

図２－２８  

      

技法は静電印刷、本の仕様はめおと函付、サイズは 17.7×13.7 ㎝、部数は 300 である。 

静電気印刷は、静電気のプラスとマイナスがくっつく静電気の作用を利用する印刷方式であ

る。当時では最新の技術であり、刊本作品に積極的に取り入れている。被印刷物と版が接触せ

ず、その間に被印刷物に反対の電荷を帯びた絵具が付着するため、表面に凹凸を持つ物にも印

刷できるのが特徴になっている。 

この刊本作品ではその特性を生かし、表面がざらついた素材であるヘシアンクロース（黄麻布）

に挿絵を付け、文章部分はモミ紙を使用した。次に作成したゴブラン織を使った刊本作品《笛を

吹く城（№74）》（1968）でも、同様の形式をとっている。 

 中身は出来上がっても函が間に合わず、武井はその間ロシアに行く等し、本になるまで１年３カ

月かかった。 
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●例 《花園の気流（№82）》（１９７０年） 

図２－２９  

      

技法は植毛印刷、本の仕様はめおと函付、サイズは 17.3×12.2 ㎝、部数は 300 である。製

本は矢嶋三朗、製函は鈴木三好。 

植毛印刷は、静電印刷と同じく、当時の最新技術の印刷方式であり、静電気を用いて、対象と

する材料の全面に、フェルト状の毛などの繊維を特殊な糊で植え付ける技術である。布地等の

全面に短繊維を植え付けるもの（flock-coating）、柄模様を植え付けるもの（flock-printing）

などがあり、電着加工、フロック加工とも呼ばれており、現在でもその技術は広く使われている。 

武井は、その工程について、接着剤（合成樹脂）塗布－植毛－振動付与－予備乾燥－熱処理

－余剰パイル回収－仕上がりという順序で、非常に手のかかる特殊な印刷であり、費用も高く、

著者制作後完成まで７カ月半かかったと述べている。 

 

４．刊本作品における鳥のモティーフについて 

刊本作品は、戦前、戦時中の作品と戦後の作品で分かれる。№１０までは戦前および戦時中の

作品であり、これらは、イルフ・トイス展が年に１度行われていた名残で、刊本作品もまた年内に１

冊のペースで作られていた。戦前の作品は、基本的に手技的製版と機械的製版になっており、

簡単な作りのものが多い。戦後、№１１～４１は、豆本と呼ばれ、主に№２５までは、《のえる之書》を

除けば、全て手技的製版である。紫綬褒章を貰った翌年に第一回全国友の会を開き、それを機

に№42 以降から刊本作品と名前を変えた。 

【表３】を見るに初期の№２６までの１９３５年から１９５５年頃までに手技的製版と機械的製版が

固まっている。このような傾向は以後見られることはなく、それ以降はばらばらになっている。傾

向として見るならば、やはり手技的製版と機械的製版が多く、それ以外は比較的突発的な要因

や友の会会員の提案などから制作に至るものもある。武井自身１３９冊でそれぞれ作風を変える

ように工夫をしているが、同じ製法を試さないわけではなく、木版画（手技的製版）と凸版印刷

（機械的製版）は何度か繰り返し試されている。特に木版画においては、196３年からほぼ毎年

制作している。後半になるにつれ、工芸的表現は使われなくなっていくのは、刊本作品と相性の

いい伝統工芸が限られており、労力から何度も制作するには向かないことが原因だろう。この事

に対して、後半から新素材の表現が使用され出すのは、素材を変えるだけで表現を変えられる

容易さと、大量に制作するのにも向いた素材を選んでいたと推測できる。後半以降になると

1960 年代後半なので、技術的な進歩によって版画に扱える素材も増えたのだろう。特殊印刷に

至っては７作品しかないが、主に企業や工場などの協力をもとに制作している。 

このような表現様式の傾向と変遷から、武井の技術的な探求心や好奇心と刊本作品制作につ

いての真剣さがうかがえる。 



61 

 

2022年6月13日に刊本作品内の描写表現を調べるために刊本作品数冊の調査を行った。 

【表３】刊本作品に描かれた鳥の分類は、撮影した計３５冊のうち１９冊を、実地調査に基づいて

筆者が独自に作成したものである。《十二支絵本》、《童語帳》、《十二時の書》、《伊曽保の絵本》、

《あいそぽすふあぶら》、《折鶴物語》、《太陽と孔雀》、《かなりや ABC》、《卵から卵》、《紫の眼

鏡》、《ラムラム王》、《六つの窓》、《湖の人》、《鳩と奇術師》、《花園の気流》、《雄鶏ルコック》、《半

介の神様》、《鳥遣いの乙女》、《天竺の鳥》は、１３９冊の刊本作品の中で明確に鳥が登場してい

るため、その描写を調査の対象とした。それぞれ№と年代から鳥のモティーフを見ると、一時期に

固まっているわけではなく、刊本作品を始めてから、よく見られるモティーフなのだと考えられる。 

撮影した写真はおおよそ100近くにわたり、鳥の種類は、鶏、鶯、鶴、孔雀、金糸雀、鵲、白鳥、

鳩、雉、鵜、鴉が確認された。これらのことから意図したものではないと仮定しても、鳥を刊本作

品のモティーフにしている割合は高いと感じられた。 

 

【表３】刊本作品に描かれた鳥の分類 

 

刊本作品において、武井は版画やタブロー画等の他媒体からデザインの流用を行うことがあ

り、「鳥の連作」シリーズからも用いられていることが、図２－３１《六つの窓（№69）》（１９６７年）の

中の描写でわかる。図２－３１には、版画作品の図２－３０《鳥の連作№４（童画花と鳥）》のデザイ

ンが使われている。図２－３０（版画）の摺り日程は１９６７年２月２２-２３日、図２－３１（刊本作品）

の刊出日は１９６７年９月１５日となっている。同時期に作られていた刊本作品は《六つの窓（№

69）》を含め６点あり、比較的制作頻度の多い年であったため、既存のデザインを一部使おうと

考えたのではないかと推測できる。武井にとって刊本作品の制作は、技法の実験場としての側面

がある。デザインを中心に刊本作品を制作するのではなく、物語と技法を刊本制作の主軸にして

いるため、デザインの流用に忌避感はあまり感じなかったのではないかと考えられる。 

また、以下の図における鳥のモティーフでは後半になるにつれて洗練されていき、特徴のよう

なものがいくつか感じられるので、詳しく見て行きたい。 

 

 

 

 

№ 年代

1 1935

5 1939

8 1942

9 1943

20 1952

25 1955

36 1959

39 1959

52 1963

54 1963

55 1964

69 1967

71 1967

73 1967

82 1970

100 1975

106 1976

138 1983

139 1983

物語

物語

詩

物語

物語

架空

植毛印刷

エンボス

凸版

raser光線cut

印度産手漉紙本文　凸版二色摺

物語

物語

物語

物語

物語天竺の鳥 鳥刺しと鳥

ニワトリ

うぐいす

ニワトリ・鳳凰

鳩・鷹

鳩・鷹

折鶴

孔雀

かなりや

架空

架空

鵲

《鳥の連作№4》

白鳥

鳩

一色凸版

自刻木版

タイトル 鳥 テーマ 形式 技法

十二支絵本 干支

童語帳 子どもの発想

絵のみ

画文本

十二時之書 時間 石版

伊曽保の絵本 米英と童話 アップリケ原色版

画文本

画文本

あいそぽすふあぶら イソップ寓話 vari-type

折鶴物語 中納言と鶴 瓦版

画文本

物語

太陽と孔雀 太陽と植物と子供 蝕彩金工

変身できる子供

かなりやABC 鳥で英単語 グランド孔版

紫の眼鏡 不思議な眼鏡 自刻木版可憐判

卵から卵 卵から生まれ卵へ 木綿型染

詩

絵のみ

絵のみ

湖の人 白鳥の息子の猟師 miracle tower

絵入り童話本ラムラム王

六つの窓 人間の六つの感覚 Qper本

鳩と奇術師 奇術師の鳩 静電印刷

花園の気流 黒い小鳥の変身

雄鶏ルコック 鶏の英雄ルコック

架空

ニワトリ

半介の神様 半介と鶏の神様

鳥遣いの乙女 鳥を生み出す女

ニワトリ

架空
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図２－３０《鳥の連作№4（童画花と鳥）》         図２－３１《六つの窓（№６９）》 

（１９６７年）                            （１９６７年）   

  
摺り日程：1967 年 2 月２２－２３日            刊出日：１９６７年 9 月 15 日 

 

図２－３２《鳥の連作№５（金曜日の鳥）》（196８年）      図２－３３《雪》（196２年） 

  
                                   

図２－３４《鳥の連作№１５》（19７７年）             図２－３５《鳥の連作№１７》（19７９年） 
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まず、図２－３２《鳥の連作№5》のような流線形のシルエットを簡略化したようなデザインが、

武井が鳥を制作する作品の中で（特に版画）によく見られる。これらは版画の制作過程に原因が

あると推測できる。版画の中でも特に木版画は、木を削ることで形を生成する面を生かした描写

表現に適しており、武井が児童雑誌で描いている挿絵のような線の細かい描写表現には向いて

いない。一章で一部述べたように、個々の図案としては〇と△という単純な記号や装飾の集合

体として鳥のモティーフを形作ることによって、洗練されたデザインを表現しようとしたのではな

いかと考察する。このデザインは主に流線形のシルエットの内部のパーツを埋めていくことで細

部の美しさを表現するものである。ただ、多くの場合は以下の図２－４９《卵から卵（№52）》のよ

うに、頭、胴、尾という風に色を分割するだけに留まる。ただ、図２－５１《紫の眼鏡（№54）》のよう

に小さい描写の際はシルエットとして用いられることもあるため、サイズによってその表現は変わ

ってくるようだ。図２－３０《鳥の連作№4》、図２－３２《鳥の連作№5》が比較的詳細に描かれて

いるのはメインとなるモティーフとして鳥以外のものを混在させない作品であるため装飾を充実

させることでデザインの質を高めたのだと考える。 

武井の鳥のモティーフについて分かりやすい特徴としては、足が楊枝のようにか細い描写で

表現されていることである。これに関しては初期の刊本作品には見られない特徴であり、【表３】

では図２－４８《かなりや ABC（№39）》頃の時期から見られるようになっている。ただ、それまで

の刊本作品内でもデフォルメされた鳥のデザインはあるのだが、図２－３６～４３は近い番号であ

るにも関わらずデザインに共通する特徴も見られない。おそらく本格的に作品として制作を始め

た図２－３８《善悪読本（№４）》以降、表現様式を毎回変えていたことで、鳥の描写もその製法に

合わせた描写になっているのではないかと考えられる。しかし、毎年技法が変わる事は後半の作

品にも同じことが言えるため、もう一つの理由としては、武井自身の鳥の定型的なデザインがこ

の時点では定まっていなかったのだと考えられる。 

また他に、図２－３３のようなデザインが見られる。この特徴は主に頭と胴体が分割されており、

童画における鳥のデザインが本来このような書き方をされているため、版画に童画の手法を取り

入れたのだと考えられる。これと同様に分類されるのは、図２－４１、４３～４５、４７、４８、６０等で

ある。その中でも、図２－４１、４４、４７のような羽ばたく姿、図２－４５、６０のような立ち止まる姿、

図２－４３のような空中で静止する姿、図２－４８のように片足で立っているような姿など動作の

幅が広い。主に童画から版画、刊本作品、どこでも見られるデザインである。 

鳥のデザインとして、図２－３４と図２－３５はそれぞれそこまで多くないが特徴がある。図２－

３４の場合、右の鳥のように、首と腹が一体化している曲線的な形となっており、同種のものとし

て図２－５０、５７、５８等がそれにあたる。主に鶏の描写に見られるため、地面に接している鳥の

ためのデザインなのだと感じた。図２－３５は、図形や装飾を感じさせるデザインで、他の例と比

較すれば平面的で図案のような印象を与える。刊本作品では、図２－４６、５４～５６、５９が例とし

て挙げられるが、それぞれが特殊な技法で作られた刊本作品であるため、細密な描写が望めな

い技法の際に、簡略化したデザインを用いることで、美しさを表現しようとしたのではないかと感

じた。 

なお、図２－４２、５３のように写実的な描写が稀にあるが、そのような描写がある場合、元のモ

ティーフが一体何なのかわかる描かれ方になっている。 
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図２－３６ 《十二支絵本（№1）》（１９３５年） 

     
全体図                        一部 

 

図 2―３７ 《諸国絵馬集（№3）》（１９３７年） 

      
全体図                      一部 

 

図２－３８ 《善悪読本（№4）》（１９３８年） 

         
全体図                        一部 

 

図２―３９ 《童語帳（№5）》（１９３９年） 

      
全体図                      一部 
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図２－４０ 《畑の豆本（№6）》（１９４０年） 

        
全体図                           一部 

 

図２－４１ 《本朝昔話（№7）》（１９４１年） 

    
全体図                         一部 

 

図２－４２ 《十二時之書（№8）》（１９４２年） 

 

       
全体図                           一部 

     
全体図                           一部 
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図２－４３ 《伊曽保の絵本（№9）》（１９４３年） 

           
全体図                          一部 

 

図２－４４ 《牡丹妖記（№15）》（１９４８年） 

         
全体図                        一部 

 

図２－４５ 《あいそぽすふあぶら（№20）》（１９５２年） 

 

           
全体図                         一部 

         
全体図                         一部 


























































































































